




President's　 Greeting ご挨拶

To　 understand　 is　to　 share わかることが見せること

This　 year　 marks　 the　 13th　 graduate

exhibition　 for　the　 Academy　 and　 the　 8th

for　 the　 Institute　 here　 at　 IAMAS.　 This

year　 continued　 our　 tradition　 of　student

research,　 which　 aims　 to　simultaneously

capture　 the　 eternal　 essence　 of　art　while

also　 incorporating　 the　 ever-changing

field　of　 information　 technology.　 Recent

years　 have　 seen　 increasing　 importance

put　on　 individual　 perspectives,　 and　 from

those　 many　 perspectives,　 I　have　 seen　 a

lot　of　high　 quality　 work　 produced.　 I　know

that　 the　students　 put　in　continuous　 effort

and　 went　 through　 much　 trial　and　 error　 in

preparation　 for　presenting　 their　work　 and

research.　 First　and　 foremost,　 I　would　 like

to　congratulate　 the　 new　 graduates　 on　 a

successful　 exhibition.

What　 moved　 me　 most　 at　 this　 year's

exhibition　 was　 the　 way　 in　 which

everyone　 thoughtfully　 explained　 their

work,　 trying　 to　 convey　 the　 concept

behind　 their　 piece　 to　each　 viewer.　 At

IAMAS,　 there　 aren't　 just　 art　students　 or

information　 technology　 students,　 but

rather　 there　 are　 students　 from　 a　wide

variety　 of　 disciplines.　 Although　 these

students　 are　 only　 at　IAMAS　 for　2　years,

there　 are　 many　 opportunities　 for　them

to　 present　 their　 research　 and　 ideas

to　 each　 other,　 allowing　 for　 a　deeper

dialogue　 between　 fellow　 students　 and

promoting　 the　 exchange　 of　 mutually

useful　 knowledge.　 It　is　said　 that,　 by

nature,　 people　 in　the　 fields　 of　 art　or

programming　 don't　 speak　 as　 much　 and

in　general　 have　 a　harder　 time　 expressing

themselves　 with　 words.

Students　 participating　 in　this　 year's

exhibition　 also　 weren't　 necessarily

skilled　 in　self-expression　 from　 the　 start.

However,　 I　was　 impressed　 that　 most

students　 were　 not　 only　 able　 to　express

their　 own　 project　 to　 exhibition　 visitors,

but　 were　 able　 to　convey　 via　word　 their

desire　 to　 communicate.　 One　 of　 our

goals　 here　 at　IAMAS　 is　to　 utilize　 new

technologies　 and　 ways　 of　 thinking,

along　 with　 various　 methods　 and　 tools

of　expression,　 in　order　 to　 propose　 new

ways　 of　 connecting　 with　 society　 and

viewing　 the　 world　 around　 us.　 Each

student's　 theme　 and　 style　were　 different,

but　 they　 all　presented　 their　 exhibits

confidently,　 knowing　 they　 had　 created

something　 using　 their　 own　 approach.

Students　 eagerly　 talked　 with　 visitors,

hoping　 to　 connect　 and　 share　 insights

through　 discussion　 of　 their　 work.　 I

hope　 the　 graduates　 continue　 to　 carry

this　 attitude　 with　 them.　 It　is　a　valuable

resource,　 one　 that　 will　come　 in　handy　 in

their　 post-IAMAS　 endeavors,　 whether

those　 are　 research,　 project　 creation,

or　a　new　 job.　 I　hope　 you　 will　join　 me　 in

following　 the　future　 activities　 of　this　year's

talented　 graduates.

　　 Institute　 of　Advanced　 MediaArts　 and　 Sciences

International　 Academy　 of　Media　 Arts　 and　 Sciences

　　 　　　　 　 President　 SEKIGUCHIAtsuhito

展
示
を
見
に
来
た
人
達
に
、
自
分
が
作
り
出

か
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
達
が
こ
の

学
長
関
口

敦
仁

果
が
多
く
み
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
作
品
や

研
究
成
果
を
発
表
す
る
に
あ
た
っ
て
、
大
変

な
努
力
と
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と

が
伺
い
知
れ
ま
す
。
ま
ず
は
様
々
な
成
果
を

発
表
さ
れ
た
こ
と
を
祝
福
い
た
し
ま
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
今
回
の
展
示
に
お
い
て

私
を
感
動
さ
せ
た
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
作

品
を
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
を
得
よ
う
と
す

る
姿
勢
で
し
た
。
l
A
M
A
S
l
情
報
科
学

芸
術
大
学
院
大
学
と
岐
阜
県
立
国
際
情
報
科

学
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
、
芸
術
や
工
学
情

報
系
の
学
生
の
み
な
ら
ず
、
他
の
様
々
な
分

野
か
ら
の
学
生
達
が
入
学
し
て
い
ま
す
。
学

内
で
は
こ
れ
ら
の
学
生
達
が
二
年
と
い
う
短

い
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お
互
い
の
理
解

を
深
め
、
共
通
の
知
識
の
共
有
を
図
る
た
め
、

お
互
い
の
研
究
や
活
動
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
合
う
機
会
を
多
く
設
け
て
い
ま
す
。

本
来
、
芸
術
活
動
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
手

作
業
に
没
頭
す
る
タ
イ
プ
の
人
は
一
般
的
に

口
数
が
少
な
く
、
言
葉
に
よ
る
自
己
表
現
が

あ
ま
り
う
ま
く
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
展
示
に
参
加
し
た
学
生
達
も
、
決

し
て
始
め
か
ら
自
己
表
現
や
論
理
的
な
説
明

が
得
意
で
あ
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し

岐
阜
県
立
国
際
情
報
科
学
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー

情
報
科
学
芸
術
大
学
院
大
学

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

い
ま
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
活
動
を
見
続
け
て

や
制
作
、
仕
事
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

思
を
持
ち
続
け
て
、
今
後
も
引
き
続
き
、
研
究

の
活
動
を
助
け
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
意

そ
れ
は
財
産
で
あ
り
、
様
々
な
場
面
で
ご
自
分

姿
勢
を
こ
れ
か
ら
も
持
ち
続
け
て
く
だ
さ
い
。

賞
者
に
語
り
か
け
て
来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
欲
求
を
も
っ
て
、
鑑

彼
等
は
そ
の
成
果
を
よ
り
伝
え
、
理
解
し
共
有

負
を
も
っ
て
、
展
示
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
実
現
し
た
と
い
う
自

法
が
異
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
出
し

達
は
ひ
と
り
ひ
と
り
、
そ
の
為
の
テ
ー
マ
や
手

く
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
学
生

　
l
A
M
A
S
の
卒
業
展
示
並
び
に
修
了
研

究
発
表
も
ア
カ
デ
ミ
ー
は
十
三
回
目
、
大
学

院
大
学
は
八
回
目
と
な
り
ま
し
た
。
常
に
変

化
し
続
け
る
情
報
技
術
と
不
変
の
価
値
を
追

求
す
る
芸
術
と
を
両
立
さ
せ
る
個
人
の
成
果

が
今
年
も
多
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
近

年
は
個
人
の
視
点
が
重
視
さ
れ
る
な
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ま
な
ざ
し
か
ら
完
成
度
の
高
い
成

見
せ
方
、
ま
た
、
新
し
い
世
界
観
を
示
し
て
い

け
に
よ
っ
て
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
や
見
え
方

し
て
、
様
々
な
表
現
や
ツ
ー
ル
、
ま
た
は
仕
掛

l
A
M
A
S
は
新
し
い
技
術
や
考
え
方
を
と
お

と
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち

よ
う
と
し
た
こ
と
を
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ

た
い
と
い
う
意
思
を
言
葉
に
よ
っ
て
も
伝
え

し
た
も
の
を
表
現
と
し
て
、
そ
し
て
、
伝
え
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What is IAMAS?

IAMAS is a shared acronym for two Gifu 

Prefecture run schools, the Institute of 

Advanced Media Arts and Sciences 

and the International Academy of Media 

Arts and Sciences.  The Academy 

was founded in 1996 and is a two-

year vocational school that accepts 

high school graduates and above. 

The Institute is a Master s Course only 

graduate school that was started in 

2001. As part of Gifu s initiative to 

stress advanced information technology, 

IAMAS was created together with 

Softopia Japan, the heart of Gifu s 

information industry, to raise artists and 

personnel to be the pioneers of a new 

information society.With our fusion of art 

and science education, IAMAS aims to 

contribute positively to society.

At IAMAS, we have a small but elect 

student body, with only 20 students per 

graduating class in the Institute and 30 

per graduating class in the Academy. 

IAMAS facilities are open 24-hours a 

day, which creates an environment that 

enables students to concentrate on their 

research and the creative process. In 

addition to the diverse faculty, whose 

members contribute to creative industry 

in both Japan and overseas, IAMAS also 

stands apart due to the unique fact that 

the students come from backgrounds 

in  many d i f fe rent  f ie lds ,  rang ing 

from art and design to engineering. 

Through interacting with minds from 

various fields, students will gain a 

fresh perspective and produce new, 

creative ideas useful to society. Also, by 

stressing cooperative research with local 

industry, we are able to instill students 

with practical experience.

This year s graduate exhibition and 

presentations followed the f low of 

industrial products that have shown an 

upsurge in recent years, and stood out 

for the research and projects that quickly 

utilized new technologies and products. 

The dynamic ideas that result from the 

melding of new technology and freedom 

for inspiration are a unique product of 

IAMAS and its trailblazing spirit.
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I
A
M
A
S
（
イ
ア
マ
ス
）
は
情
報
科
学
芸
術
大
学

院
大
学
と
岐
阜
県
立
国
際
情
報
科
学
芸
術
ア
カ
デ
ミ

の
岐
阜
県
立
の
二
つ
の
学
校
の
総
称
で
す
。
ア
カ
デ

ミ

は
高
卒
以
上
の
学
生
を
受
け
入
れ
る
二
年
制
の
専

修
学
校
で
一
九
九
六
年
の
創
設
、
大
学
院
大
学
は
修
士

課
程
の
み
の
大
学
で
二
〇
〇
一
年
の
開
学
で
す
。
高
度

情
報
化
を
重
要
な
政
策
と
す
る
岐
阜
県
が
、
情
報
社
会

の
新
し
い
あ
り
か
た
を
創
造
す
る
表
現
者
、
人
材
養
成

の
拠
点
と
し
て
、
県
の
情
報
産
業
拠
点
で
あ
る
ソ
フ
ト

ピ
ア
ジ

パ
ン
と
と
も
に
設
立
し
ま
し
た
。
科
学
と
芸

術
の
融
合
を
教
育
の
方
針
に
掲
げ
、
社
会
へ
の
貢
献
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

I
A
M
A
S
で
は
一
学
年
が
大
学
院
大
学
は
二
十

名
、
ア
カ
デ
ミ

は
三
十
名
の
少
数
精
鋭
主
義
に
よ
る
、

二
十
四
時
間
、
研
究
や
制
作
に
打
ち
込
め
る
充
実
し
た

施
設
と
機
材
環
境
が
整

て
い
ま
す
。
国
内
外
の
ク
リ

エ
イ
テ

ブ
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

の
文
化
で
活
躍
す
る

多
彩
な
教
員
陣
に
加
え
、
ア

ト
や
デ
ザ
イ
ン
か
ら
工

学
ま
で
、
幅
広
い
分
野
を
背
景
に
持
つ
学
生
た
ち
が
集

ま

て
い
る
の
が
特
色
で
、
そ
の
出
会
い
か
ら
新
し
い

社
会
に
役
立
つ
創
造
的
な
ア
イ
デ

ア
が
生
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
地
域
産
業
と
の
連
携
に
よ
る
研
究
に
も
力

を
入
れ
た
教
育
に
よ
り
、
社
会
的
実
践
力
を
養
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

本
年
度
の
修
了
研
究
発
表
会
及
び
卒
業
制
作
展
は
、

近
年
日
本
で
も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
き
た
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ア
ル
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
流
れ
を
汲
み
取
り
つ

つ
、
次
々
と
社
会
へ
生
み
出
さ
れ
る
新
し
い
技
術
、
商

品
に
素
早
く
反
応
し
た
研
究
、
作
品
が
多
く
目
立
ち
ま

し
た
。
新
し
い
技
術
と
自
由
な
発
想
が
出
会
う
こ
と
で

生
ま
れ
た
瑞
々
し
い
ア
イ
デ

ア
の
数
々
は
、
先
端
メ

デ

ア
表
現
を
学
ぶ
学
校
の
草
分
け
的
な
存
在
で
あ
る

I
A
M
A
S
な
ら
で
は
の
成
果
で
す
。　

IAMASとは

二つの学校の英語表記の頭文字による総称です

Institute of Advanced Media Arts and Sciences
情報科学芸術大学院大学

International Academy of Media Arts and Sciences
国際情報科学芸術アカデミー

8
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インタラクションデザインを中心としたメディアプロダク
トを表現として活用し、メディアが抱える諸問題を技術
的、社会的に解明、分析しながら、芸術および実用的側面
から研究と創作活動を行います。

技術の進化を見据えた表現のための新技術の提案や、既に
存在する技術の応用についての研究を行います。情報技術
や科学的理論に裏付けられた研究手法が特徴です。

時間軸を持つ作品の構造や物語性の現代的なあり方を踏
まえ、新しい電子メディアに対応した多様な時間構造の
研究と作品の制作を行います。

産業活動も文化活動の一つととらえ、メディア技術を活用
して産業と文化を融合させる新しい形を研究提案します。
IAMAS の研究活動を地域や社会へとつなぐ役割をはたし
ていきます。

メディアを利用した美を包括的にとらえ、研究成果を社
会に還元可能なプロセスとして探求していきます。また、
身体メディアを利用した表現についても理論的かつ実践的
に考察を行います。

Real World
Interaction

実世界
インタラクション

インタラクション
デザイン

Interaction
Design

映像
表現
Video 

Expression

産業文化振興
Industrial Culture 

Promotion

メディア
文化
Media

Culture

メディア
プロダクト

Media
Products

作曲
Music

Composition

広報並びに
活動支援

Public Relations
and

Activity Support

身体
表現

Physical
Expression

コミュニケーション
工学

Communication
Engineering

フィジカル
コンピューティング

Physical
 Computing

メディア
アート
Media

Art

社会貢献
Social 

Contribution

まちおこし
City Revival

ユーザー
インターフェイス

工学
User Interface
Engineering

Interactive Media インタラクティブメディア スタジオ1

Time-based Media タイムベースドメディア スタジオ2

Media Aesthetics メディア美学 スタジオ4

メディアデザインを包括的にとらえ、情報メディア・空間
環境にわたる幅広いデザインの基本と応用を学び、それに
伴うリサーチや実践的なノウハウを身につけ、制作・研究
を行います。

メディア
デザイン

Media
Design

インターフェイス
デザイン
Interface
Design

空間
デザイン

Space
Design

 Interface インターフェイス スタジオ3

Representation Engineering 表現工学 スタジオE

Research Center for Industrial Culture 産業文化研究センター  RCIC

急速な時代の変化をとらえ、情報技術を足がかりに、これ
から必要とされる モノ システム を新しくデザインし、
現実化する能力を持つ人材の育成を目指します。

IAMAS は大学院大学と 2 年制の専修学校であるア
カデミーという 2 つの学校からできています。大学
院大学には 5 つのスタジオ、アカデミーには 4 つの
コースがあり、多彩な活動を行っています。

将来の制作フローを見据えた教育・研究・制作を行うため、
充実した 3DCG 制作環境を備え、時代に対応する人材の
育成を行います。

さまざまなメディアを駆使し、横断的に情報を発信するデ
ザイナーや、自らの問題意識から自発的にデザインを提案
するディレクターなどの育成を目指します。

リアルタイム性が高いインストゥルメントとパフォーマー
との関係性に注目し、多様なメディアを自己の身体として
駆使することができる、みずみずしい感性を持った表現者
や技術者の育成を目指します。

システム・
アドミニストレーション

System
Administration

コンピュータ
グラフィックス

Computer
Graphics

グラフィック
デザイン
 Graphic
Design

映像・音楽
パフォーマンス

Video/Music
Performance

ネットワーク
デザイン
Network
Design

デバイス
Devices

インスタレーション
Installations

アニメーション
Animation

ウェブ
デザイン

Web
Design

プログラミング
Programming

Computer Generated Image CGIコース

Advanced Network Design  ANDコース

Dynamic Sensory Programming DSPコース

Designing for Information Technology DITコース

IAMASのスタジオとコース

RCIC

大学院大学
5つのスタジオ

アカデミー
4つのコース

10
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上妻 勇太／ KOZUMA Yuta　

橋本 佳奈子／ HASHIMOTO Kanako　

武藤 勇／MUTO Isamu　

42

28

24

桑原 翔／ KUWABARA Sho　

小島 一郎／ KOJIMA Ichiro　

水野 渚／MIZUNO Nagisa　

八嶋 有司／ YASHIMA Yushi　

32

30

68

66

笠原 友美／ KASAHARA Tomomi 58

前川 真吾／MAEKAWA Shingo 56

Studio1

安田 到／ YASUDA Itaru

松本 直祐樹／MATSUMOTO Naoyuki

松島 俊介／MATSUSHIMA Shunsuke

100

46

16

80

高橋 裕／ TAKAHASHI Yu

Studio2

52 

54

50

山下 健／ YAMASHITA Ken

宮川 英利／MIYAKAWA  Hidetoshi　

君塚 史高／ KIMIZUKA Fumitaka

Studio3

津田 志保／ TSUDA Shiho　

松本 和史／MATSUMOTO Kazuhito

82

26   

塚本 美奈／ TSUKAMOTO Mina　

古川 浩一／ FURUKAWA Koichi　

36

84

田中 健司／ TANAKA Kenji 38

坂口 倫崇／SAKAGUCHI Michitaka 102

Studio4
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波多野 光／ HATANO Hikaru　 88

篠田 尚宏／ SHINODA Naohiro　 96

荒井 龍之進／ ARAI Ryunoshin 86

相磯 達也／ AIISO Tatsuya　 90

AND

寺田 明広／TERADA Akihiro 34

大澤 直輝／ OSAWA Naoki 72

柿森 竜太／ KAKIMORI Ryuta 74

吉田 朋生／ YOSHIDA Housei 78

70稲葉 光生／ INABA Kosei

76中島 杏那／ NAKASHIMA Anna

CGI

18三宅 太門／MIYAKE Takahiro 

44渡辺 唯／WATANABE Yui

40南谷 朱美／ NANYA Akemi

90山本 高司／ YAMAMOTO Takashi

林 佐織／ HAYASHI Saori 98

20田中 佐季／ TANAKA Saki

藤元 翔平／ FUJIMOTO Shouhei 60

48加納 愛実／ KANOH Ami

DIT

94北村 穣／ KITAMURA Yutaka

時里 充／ TOKISATO Mitsuru 22

64イトウ ユウヤ／ ITO Yuya　

62 
ラインハルト・グープフィンガー

／ Reinhard Gup nger 

DSP

出展者一覧
Exhibitor
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『V
O

IC
E

-P
O

R
T

R
A

IT

』
は
、
一
つ

の
テ

マ
ご
と
に
人
間
の
様
々
な
言

葉
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
作
者
で
あ
る

「
私
」
が
模
倣
す
る
と
い
う
映
像
表
現

の
試
み
を
指
す
造
語
で
す
。

こ
の
作
品
は「
自
己
紹
介
」（
※
1
）
と

「Tw
itter

」（
※
2
）
を
テ

マ
と
し
た

二
作
か
ら
な
る
シ
リ

ズ
で
す
。
本

シ
リ

ズ
は
特
定
の
展
示
空
間
で
は

な
く
、
イ
ン
タ

ネ

ト
に
接
続
さ

れ
た
個
々
の
P
C
で
の
鑑
賞
を
前
提

と
し
て
い
ま
す
。
他
者
に
よ

て
語

ら
れ
た
言
葉
を
、
私
が
身
体
を
使

て
模
倣
す
る
こ
と
で
、
私
で
は
な
い

様
々
な
可
能
性
と
し
て
の
人
間
像
が

立
ち
表
れ
ま
す
。
声
に
よ

て
想
起

さ
れ
る
人
間
像
は
、
視
覚
的
な
人
間

像
が
抱
か
せ
る
主
体
の
イ
メ

ジ
よ

り
も
強
く
深
い
も
の
だ
と
い
え
ま
す
。

※1　『VOICE-PORTRAIT ~self-introduction~』

※2　『VOICE-PORTRAIT ~self-tweets~』
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VOICE- PORTRAIT

ネットワーク環境における新たな映像表現の形
This work looks at the form of new video expression 

in network environments. 

1984年 大阪府生まれ
名古屋市立大学 芸術工学部 視覚情報デザイン学科卒業
主に実写をベースとした映像作品を制作
IAMASではネット上における映像表現の可能性を模索

松島 俊介
MATSUSHIMA Shunsuke
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SCENE

日常に溢れる様々なシーンを模倣したインターフェイスを用い
それを操作する事で擬態語を体験する作品

Through manipulating an interface that imitates everyday scenes,
 users are able to experience mimetic words.

1986年 愛知県生まれ
大学でヴィジュアルコミュニケーションデザインを学んだ後、IAMASへ
分からない事だらけな毎日を、なんとか過ごす…
人の行為からモノ・コトを思考し、作品を制作する

三宅 太門
MIYAKE Takahiro

箱を揺らして操作する

人
が
生
活
す
る
上
で
日
常
的
に
行

て
い
る

押
す

引
く

注
ぐ

し

ま
う

運
ぶ

持
つ

な
ど
の
様
々

な
行
為
は
、
意
識
的
で
は
な
く
無
意

識
的
に
操
作
し
て
い
る
事
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ

は
コ
ン
ピ

タ
と
人
と
の
関
係
に

も
存
在
し
て
お
り
、
マ
ウ
ス
や
キ

ボ

ド
に
よ
る
入
力
を
意
識
的
に
操

作
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
操

作
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
直
感
的
に

行

て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
無
意
識
的
な
行
為
は
、

操
作
す
る
イ
ン
タ

フ

イ
ス
の
形

状
や
意
味
に
左
右
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
作
品
で
は
、
人
が
無
意
識
的
に

行

て
い
る
行
為
を
別
の
働
き
に
変

換
す
る
事
を
目
的
と
し
て
お
り
、
そ

の
行
為
に
合
わ
せ
た
イ
ン
タ

フ

イ
ス
の
制
作
と
、
そ
れ
を
操
作
す
る

こ
と
に
よ

て
変
化
す
る
ア
ニ
メ

シ

ン
の
制
作
を
目
指
し
た
。

18

牛乳パックの傾きで操作する引き出しにボールを出し入れして操作する
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根
root

　 根をモチーフにした写真とイラストレーションの融合作品
　　　　 根と人間の関係をグラフィックにして表現しました
Using　 L'roots"三13　 a　r「iotif,　thi≡}㌔vork　 fuses　 photographs　 and　 illustrations

　 to　graphically　 express　 the　 relationshipbetween　 humans　 and　 roots
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追 手門 高槙を亭 輯蚤
入 阪代 々ホセミナール造形桂 を経 ζIAMAS　 DITコ ースへ入堂

制 作は 「楽しさや百 占さ1を 斐∫孟て制f蝦!て いま耳'
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蕪
露
嚢」V

フ
ラ
ン
タ
ー
に
人
っ
て
い
る
植
物
を

十
に
戻
そ
う
と
し
た
所
、
プ
ラ
ン
タ
ー

か
ら
出
て
来
た
も
の
は
土
と
い
う
よ

り
根
が
大
半
を
し
め
τ
お
り
、
そ
こ

に
植
物
の
面
白
さ
や
生
命
力
を
感
じ

ま
し
た
　
ま
た
植
物
に
よ
〔、
て
根
の

容
姿
も
様
々
で
、
土
や
肥
料
を
絡
め
、

栄
養
を
吸
収
し
て
い
ま
し
た
　
そ
こ

に
は
花
や
茎
の
美
し
さ
の
他
に
、
植

物
が
栄
養
を
取
る
為
に
生
々
し
く
生

き
る
根
っ
こ
の
姿
か
あ
り
ま
し
た

今
回
、
根
は
人
間
に
は
生
え
て
い
ま

せ
ん
が
、
髪
の
毛
を
根
に
み
た
て
、

そ
の
人
の
栄
養
分
と
な
っ
て
い
る
も

の
を
髪
の
毛
に
沢
山
か
ら
め
、
さ
も

根
っ
こ
の
よ
う
に
栄
養
分
を
吸
収
し

て
い
る
様
を
、
人
と
等
身
大
の
大
き

な
ク
ラ
フ
ィ
ッ
ク
に
し
ま
し
た
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What　 eauld　 have　 or　 can　 happen?

　 　 　 路 上 に 落 ち て い る も の 、忘 れ ら れ て い る も の を
　 　 　 　 　 　 　 白 い 線 で 囲 む 行 為 の 記 録 に よ る 作 品
丁his　piece　IS　a　record　of　finding　dropped　 or　forgotten　objects
　 　 　 　 　 cn　the　street　and　circling　them　 with　a　white　line.
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1990年 呉庫 県生まれ

⊥ 業高枝卒 　 IAMAS入 学後1よ 紙 コ,ブ ・
IAMASOS・ 洗濯ハサミ・大垣フラインクオーケストラなと

22

ロ
切
て

,勲
鱈

R　 '、.凸.　 T.

,.　 .,
　 '啄`、πF　ノー

馬'

、
　
岬

鼠
、

暢 轟 転
..

.'引

　
　

虹ゴ

　

養

暫

」
じ
、
.
誘

'
肥

ゼ
,

　

一
　

　

一

　
　

　
-　
,

　
　

　
　

　
'

dI・、N }:脚　
国 彦!,rS'"'卍㍉

噛11"
r

＼、葦 罫 一
」

勉
,.};:'`

　 　 　 　 　 　 　 ♂
潔㍊一

/
"゚

°
腎

r

散
歩
し
て
い
る
時
に
私
は
い
ろ
い
ろ

な
落
ち
て
い
る
物
を
見
つ
け
ま
す
.

そ
れ
.そ
れ
に
は
何
か
し
ら
の
物
語
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
普
段
落

ち
て
い
る
物
に
対
し
て
物
語
を
想
像

す
る
こ
と
以
前
に
気
に
も
留
め
な
い

と
思
い
ま
す
.

私
は
白
い
線
で
そ
の
物
の
周
り
を
囲

む
行
為
に
よ
っ
て
、
落
ち
て
い
る
物

を
目
立
た
せ
ま
す
　
目
立
た
せ
る
事

に
よ
っ
て
、
こ
の
物
に
新
し
い
物
語

を
作
っ
た
り
、
行
動
や
何
か
が
起
こ

る
切
っ
掛
け
に
な
れ
は
良
い
と
思
い

制
作
し
て
い
ま
す
..
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Windows 2010

日常遭遇する何でもない出来事の一つ一つと
どのように向き合っているのか

This work explores how we approach the seemingly meaningless 
individual events we encounter on a daily basis.

『Windows 2010 #1』
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1974年 愛知県生まれ
在学中は主に学外の活動も多く、沖縄で展覧会に参加し
映像アーカイブを軸としたウェブテレビ局を制作したり
名古屋港の町を舞台とした博覧会「名港ミュージアムタウン」を企画
卒業論文・制作に追われながら中国でのアーティストインレジデンスに参加したりと
充実した学生生活を送ることができました

武藤 勇
MUTO  Isamu 

私
た
ち
は
自
動
車
や
電
車
な
ど
、
都 

市
の
交
通
網
を
移
動
の
際
に
、
様
々

な
見
知
ら
ぬ
人
々
と
毎
日
の
よ
う
に 

遭
遇
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
人
ひ

と
り
の
こ
と
を
思
い
返
す
と
、
実
際

に
は
見
て
は
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
鮮

明
な
記
憶
と
し
て
残

て
い
な
い
こ

と
に
気
が
つ
き
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
一
人
ひ
と
り
を

再
認
識
し
て
い
く
こ
と
で
日
常
何
気

な
く
見
て
い
た
風
景
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
含
ん
だ
密
度
の
濃
い
風
景

と
し
て
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。

『W
ind

o
w

s 2010
 #1

』
で
は
高
速

度
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
車
窓
の
映
像

と
、
風
景
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
人
々

の
写
真
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

鑑
賞
者
が
ス
ク
リ

ン
に
近
づ
く
こ

『Windows 2010 #2』

と
で
、映
像
や
写
真
の
速
度
が
変
化
し
、

普
段
何
気
な
く
遭
遇
し
て
い
た
人
々

の
イ
メ

ジ
と
鑑
賞
者
と
を
出
会
わ

せ
る
装
置
と
し
て
制
作
し
ま
し
た
。

『W
ind

o
w

s 2010
 #2

』
で
は
四
つ

の
同
じ
車
窓
の
映
像
が
四
つ
の
モ
ニ

タ

で
順
次
再
生
さ
れ
、
日
常
の
出

来
事
が
映
像
の
一
コ
マ
一
コ
マ
の
連

続
と
し
て
つ
な
が

た
も
の
で
あ
る

こ
と
を
再
提
示
す
る
こ
と
を
試
み
ま

し
た
。
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room　 of"L"
"じ の部屋

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 てんぱい
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア ン ソ リ ッ ト な こ と ば の 聴 牌

　 　 　 　 突 飛 な こ と ば の 伝 達 不 能 か ら な る 死 し て 生 き る 部 屋 の 視 覚 詩

　 This　 piece,　 existing　 at　the　edge　 of　the"insolite",　 is　a　living-dying　 room　 of　visual
poetry,　 created　 from　 the　impossible　 nature　 of　conveying　 eccentric,　 unusual　 words.
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文
字
の
形
や
色
面
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ

る
詩
は
視
覚
詩
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ポ

エ
ト
リ
ー
と
呼
.ば
れ
て
い
ま
す
　
こ
の

作
品
で
は
自
分
の
部
屋
の
中
に
こ
と
ば

を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
し
、
そ
れ

を
静
止
画
に
納
め
る
手
法
に
よ
っ
て
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
　
紙
の
上
に
組
版
さ

れ
て
い
く
文
字
に
よ
る
詩
が
現
実
の
空

間
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
投
影
さ
れ
る

光
景
を
静
止
画
に
収
め
る
こ
と
に
よ

り
、
こ
と
ば
と
図
像
の
ど
ち
ら
か
ら
意

味
を
読
み
取
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
る

誌

り　　　　　　　　り 　　

㍉..ii

鰍
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
る
詩
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
制
作
さ
れ
て
い

ま
す
.
題
名
の
L
は
E
望
Φ⊃ゴ
O
の

頭
文
字
で
あ
り
、
目
で
見
な
が
ら
も
聴

い
て
い
る
と
い
う
着
想
に
由
来
し
ま
す

検
索
語
　
p⊃o=oΦp
「9

　　　　　　松本 和史
MATSUMOTO　 Kazuhito

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1984年 大阪府生まれ
　　　　　　　　　　 京都造形芸術大学 情報テザイン学科 先端アートコース卒業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 lAMASメ ティア表現研究科に入学
大aの 鉛筆デッサンの上に自分の声を吹き込んだMDを 置いたのが、そもそもの問違い

9う
で
頼

27
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1985年 大阪府生まれ
IAMASへ来る前は大学でメディアアートを専攻し
主にインスタレーション作品を制作してきました
IAMASではガングやユビキタスのプロジェクトに参加し
電子玩具、デバイスやシステムなどを制作、研究してきました

橋本 佳奈子
HASHIMOTO Kanako 

携
帯
メ

ル
を
利
用
す
る
回
数
が
増

え
る
こ
と
で
送
受
信
に
通
話
の
よ
う

な
即
時
性
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、

返
信
の
有
無
や
遅
延
に
不
安
や
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
が
若
者

の
間
で
増
え
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
を
緩
和
す
る
方
法
と

し
て
、
受
信
者
が
送
信
者
に
対
す
る

配
慮
メ

ル
を
送
る
シ
ス
テ
ム
の
検

証
を
行
い
、
若
者
を
対
象
に
し
た
実

用
性
の
あ
る
ソ
フ
ト
ウ

ア
の
制
作

を
通
し
て
、
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
さ
せ
な
い
よ
う
な
メ

ル
シ
ス
テ

ム
の
研
究
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

展示会場でメールアドレスに送信するとシステムを体験できる

29

メールによるエージェントライクシステムの研究
Mail reply system based on like an agent

携帯メールを用いたコミュニケーションを支援するシステム
 A system that aids communication via cell phones.

システム図

メール送信

サーバからメールを自動送信

漫画を読んでいてメールに気付いていないようで、
返信は遅くなりそうです。

なんだ、漫画を読んでいるのか。

返信が無い理由を知り安心できる
状況判断

受信者がメールに気付かないとき
メールをサーバに自動転送

28



S
t 1

D
S

P

S
t 3

S
t 4

S
t 2

S
t E

S
t 1

C
G

I     

D
I
T     

A
N

D

1979年 神奈川県生まれ
IAMAS（アカデミー）卒業後、ライブドアにデザイナーとし勤務
様々なプロジェクトにも参加しイスタンブルやパリなどで制作を行う
在学中はインタラクションデザインの研究をし、リンツへも交換留学をする

小島 一郎
KOJIMA Ichiro 

『
本
脈
』
は
訪
れ
つ
つ
あ
る
電
子
書
籍

時
代
に
向
け
た
、
読
書
体
験
を
拡
張
す

る
作
品
で
あ
る
。

読
書
を
し
て
い
て
「
こ
こ
に
書
か
れ
て

い
る
文
章
は
、
前
に
読
ん
だ
本
に
書
か

れ
て
い
た
」
と
い
う
個
人
の
記
憶
を
頼

り
に
検
索
す
る
機
会
は
少
な
く
な
い
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
、
こ
う
し
た

本
が

内
包
す
る
つ
な
が
り

を
管
理
す
る
効

率
的
な
方
法
は
な
か

た
。

そ
こ
で
読
書
を
す
る
際
に
付
与
す
る

マ

キ
ン
グ
や
コ
メ
ン
ト
と
い

た
ア

ノ
テ

シ

ン
の
機
能
に
注
目
し
た
。

ア
ノ
テ

シ

ン
は
文
章
に
対
し
て
自

分
の
所
感
な
ど
を
記
し
た
有
用
な
情
報

に
関
わ
ら
ず
、
読
書
後
は
放
置
さ
れ
が

ち
で
あ

た
。

『
本
脈
』
は
、
電
子
ブ

ク
リ

ダ

上
で
ア
ノ
テ

シ

ン
に
タ
グ
付
け
し

て
互
い
の
結
び
つ
け
を
行
い
、
関
係
性

を
視
覚
化
す
る
読
書
支
援
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
。

31

本脈
Hon-myaku

電子ブックリーダーの特性を用いた新しい読書経験の提案
これまで読んできた本を体系化してつながりを表す

This system proposes a new way to experience eBooks by 
relating and connecting books the user has previously read.

操作画面
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《時間》シリーズ
　　　 　　　　　 　Trme　 series

　　　　　　　　　　 "時間"の 感覚は映像だけのものではなく
きっと絵画のような静止状態の芸術にも存在すると思ったのです

My　 attempts　 started　 with　 a　doubt　 if　the　 concept　 of　 Trme　 has　 no

　　　　　　　　　　 important　 role　 in　Arts　 of　Space,　 such　 as　 Drawings.

「F

32

Nr「r

'巳　

　

」、　
七七七　
,

　

こ

お
し　
ふ
せ

　
真

如
㌔
覧

　

.　
餌
㌔
・旨
ー
一

鍾
際

　
　
r、コ
f

j」

瀬

{、 ・

1

」」
」

'L

　　　桑原 翔
KU1;"JAC3ARA　 Sho

　　　　　　　　　　1985年 静岡県生まれ
　　　　　　　　 外界と内齪との接点である
　　 人の知覚現象そのものに強い関心があり
　　　　 平面や映像、インスタレーションなと
主に視覚芸術におけるアプローチをしてきました
　 それでもまだ、やりたいことはたくさんあります

映
像
メ
デ
ィ
ア
が
誕
生
し
て
以
降
、
絵

画
は
ウ空
間
芸
術
と
時
間
芸
術
呼
と
い

う
区
別
の
一兀
に
、
.時
間
㌣
と
い
う
概

念
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
考
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
..
し
か
し
絵
画
を
静
止
状
態
で

あ
る
と
す
る
考
え
は
メ
デ
ィ
ア
の
物
理

的
な
形
態
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、

私
た
ち
の
観
賞
行
為
そ
の
も
の
が
瞬
問

で
あ
る
と
は
考
え
づ
ら
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
,

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
キ
ャ
ン
バ
ス
の
上

に
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ
で
既
存
の
映
像
作
品

を
投
映
し
、
そ
の
映
像
を
観
賞
し
な
か

ら
自
分
の
観
て
い
る
も
の
を
筆
で
な
ぞ

る
と
い
う
不
随
意
的
な
描
画
方
法
を
取

る
こ
と
で
、絵
画
と
い
う
静
止
状
態
の

芸
術
に
亭時
間
曽
概
念
を
取
り
込
む
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
試
み
ま
し
た
。
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0

寺田 明広
TEFiAQA　 Akihir　

1984年 愛知 県生まれ
4年 制大 学の建 設工学 科を卒業後

1年 間の 自動車 フォトスタシオアシスタントを経てLAMASへ
在 学中 は、 実写撮 影 ・編 集をペースにフォト1」アル3DOGを 深 く学んた

実
写
合
成
C
G
静
止
画
で
す
..
テ
ク

ス
チ
ャ
ー
と
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
勉
強

を
し
な
が
ら
、
実
写
と
合
成
し
て
も

違
和
感
の
な
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
C
G

を
目
指
し
ま
し
た
.
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

で
生
成
し
た
大
量
の
桝
と
、
そ
の
状

況
に
驚
き
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
、

そ
の
為
の
技
術
習
得
が
今
回
の
制
作

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
す
.
ま
た
、

大
垣
が
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
木
桝

を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
も
目
的
の
一

つ
で
あ
り
、
制
作
に
あ
た
り
、
大
橋

旦里
器
様
に
木
桝
を
提
供
し
て
い
た
だ

く
な
ど
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
.

D

桝のある風景
　 　 　 　 　 MASU

　 　 全国の木桝生産量の8割 を占める大垣市
そんな大垣市の風景に大量の桝を置いてみました

　 Qgaki　 city　 is　accounting　 for　 8Q　 percent　 of　 domestic　 wooden
measure　 production」placed　 those　 MASU　 at　 the　 Og日ki　 sce肥ry,
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Melting　 paint
O

　　　　　　　　　 Melting　paint【融点】
　　　　　　　　融解の起 こり始める温度D
個体と液体とが平衡を保って存在する温度。
　　　　　　　　　　　　　　　　大辞林より

The　 temperature　 at　which　 melting　 begins

　　　　　to　 occur.　 The　 temperature　 at　 which

　　　　　solid　 and　 liquid　 exist　 in　equilifarium.

].ζ
Φ量
コO
UΩ
コニ
は
写
真
が
消
失
し

て
い
く
過
程
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

漂
白
剤
を
い
れ
た
水
に
写
真
を
い
れ
る

と
、
写
真
イ
メ
ー
ジ
は
紙
か
ら
融
解
し

イ
ン
ク
が
漂
い
、
そ
の
イ
ン
ク
も
や
が

て
消
え
て
い
く
。

画
像
が
水
に
溶
け
て
い
く
そ
の
過
程
を

記
録
し
続
け
、
記
録
さ
れ
た
百
枚
以
上

の
写
真
群
か
ら
溶
解
が
始
ま
る
直
前
と

溶
解
が
進
み
イ
メ
ー
ジ
が
完
全
に
消
失

す
る
直
前
の
二
枚
を
抜
き
出
し
、
作
品

と
し
て
構
成
し
て
い
る
。

写
真
画
像
は
、
溶
け
る
と
い
う
現
象
を

撮
影
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か

ら
溶
け
出
し
た
イ
ン
ク
と
い
う
も
の
が

露
わ
に
な
る
。
°.≡
Φ一帥ゴ
O
OO
ゴ
菖

の

写
真
が
写
し
だ
し
て
い
る
の
は
、
木
々

や
部
屋
な
ど
の
画
像
が
崩
壊
す
る
様
子

で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
を
支
え
て

い
る
写
真
媒
体
な
の
で
あ
る
。
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塚本 美奈
TSUKAMDTD　 Mina

1984年 長野県生まれ
大学で映像メディア表現を学んで写真を撮り始める
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1981年  兵庫県生まれ
地域の歴史や文化的背景をモチーフとした

建築物への映像ライトアップ作品を多数制作してきた
2009年は、心機一転、iPhoneと福祉へ力を注ぎ
高齢社会における情報機器の使い方を提案する

田中 健司
TANAKA Kenji 

高齢者の身体機能回復に向けた
iPhoneの活用と可能性

Utilization and Possibility of iPhone 
for the Rehabilitation of the Aged

iPhoneを活用した高齢者向けの操作方法
高齢者の身体機能回復に向けて開発

This work applies the interface of the iPhone to the needs of the elderly.
 I am developing a system that will help the elderly regain physical function. 
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人
間
の
機
能
は
、
成
長
と
老
化
に
よ

て
変
化
し
て
い
く
。
特
に
高
齢
者
は
、

老
化
に
よ

て
徐
々
に
機
能
が
後
退

す
る
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し

同
時
に
、
人
間
は
身
体
機
能
回
復
に

向
け
た
取
り
組
み
（
リ
ハ
ビ
リ
テ

シ

ン
）
に
よ

て
、
能
力
を
回
復

さ
せ
る
身
体
機
能
の
柔
軟
性
も
持

て
い
る
。
そ
の
柔
軟
性
に
対
応
し
た

自
由
度
を
持
つ
道
具
や
、
操
作
法
の

仕
組
み
を
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

従
来
の
福
祉
機
器
が
、
身
体
的
な
負

担
を
少
な
く
し
た
快
適
さ
の
追
求
に
視

点
が
置
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
体
を

動
か
す
機
会
が
奪
わ
れ
る
機
能
後
退
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
え
る
。

iP
ho

ne

の
活
用
に
よ
り
、高
齢
者
が
十

分
に
操
作
で
き
、な
お
か
つ
身
体
の
運

動
性
を
高
め
る
た
め
の
操
作
の
段
階
的

調
整
が
可
能
な
新
た
な
、高
齢
者
向
け

の
ア
プ
リ
ケ

シ

ン
を
提
案
す
る
。

表示通りの動作をすることで照明を操作することができる
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40

沈み浮く
sink　 and　 float〆

↑所から、鑑賞者は水に映る映像を鑑賞します
viewer5　 will　5ee　 3　r曲C吐i㎝0「themselves　 in　water.

、

ポ

・

　　　　　　　　　　　　　　　指

農 而ma　
水
た
ま
り
と
叶
ぶ
も
の
を
想
定
し
た

と
き
に
、
そ
れ
は
非
常
に
浅
く
、
そ

の
中
に
自
身
が
沈
む
、
と
い
う
事
は

ほ
ぼ
非
現
実
で
あ
る
、
と
い
え
ま
す

し
か
し
、
そ
の
水
た
ま
り
の
浅
さ
に

こ
そ
、
非
現
実
の
魅
力
が
潜
ん
で
い

る
、
と
思
っ
た
の
で
す
、

私
は
不
可
能
な
部
分
に
、
非
現
実
で

は
あ
る
が
、
感
覚
的
に
入
り
込
ん
だ

よ
う
な
錯
覚
を
得
る
事
が
で
き
る
よ

う
な
作
品
を
制
作
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
.

D
I
T
コ
ー
ス
生
と
し
て
、
私
は
さ

ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
作

品
に
触
れ
、
刺
激
を
も
ら
い
ま
し
た
.

そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
考
え
る

場
面
が
多
々
あ
り
、
そ
れ
は
表
現
方

法
を
デ
.サ
イ
ン
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、

そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
世
界
観
を
相

手
に
う
ま
く
伝
え
た
り
、
世
界
観
を

膨
ら
ま
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ま
し
た
,

映
像
作
品
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
間
軸
.か
生
ま
れ
、
制
作
の
テ
ー
マ

乎水
た
ま
り
"
に
つ
い
て
、
よ
り
理
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
、
今
回
の
作
品
に
至
り
ま

し
た
.,.

少
し
で
も
作
品
に
触
れ
た
方
々
の
心

に
残
る
も
の
と
な
れ
は
幸
い
で
す
、

南谷 朱美
NANYA　 Akerrii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1989年 愛知県生まれ
　　　　　 名古屋市 ・,桜台高等学枝普通科を卒業後、テサインの基礎を学ぶため
岐阜県立国際情報科学芸術アカデミーマルチメディア ・スタシオ科DITコ ースに人学
　　　　　　　　その艦学内ではウ丁フ'テサインやグラフィック、企画制作などを学び
　　　　　　外部では自主全画でグループ展を行・ったi}、ライフペイントをするなどして
　　　　　　　　　　　　　　　　 人々とのつながりを大事にして活動を行二,ている

ロ
一引

/

　

　

　

　　
ぎ

　

ぱ
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勝手な幸せ
Arbitrary Happiness

「勝手な幸せ」と称した個人的な行為を通して
他者と他者の不可視な関係性を探っていく

Using a behavior dubbed
 “arbitrary happiness” the invisible interrelatedness 

of two different people is explored.

※１

42

S
t 1

D
S

P

S
t 3

S
t 4

S
t 2

S
t E

S
t 1

C
G

I     

D
I
T     

A
N

D

上妻 勇太
KOZUMA Yuta

『
勝
手
な
幸
せ
』
は
、
都
市
部
で
の
他

者
と
の
接
点
に
介
入
す
る
こ
と
で
現
代

社
会
で
の
他
者
同
士
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
の
あ
り
方
を
探
り
、
疑
問
を
投

げ
か
け
る
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ド
キ

メ
ン
ト
映
像
作
品
で
す
。
駅
前
で
よ

く
見
か
け
る
テ

シ

配
り
に
扮

し
、「
お
は
よ
う
」
と
だ
け
書
か
れ
た

テ

シ

を
挨
拶
し
な
が
ら
渡
し
て

い
く
（
※
1
）。
ま
た
道
を
尋
ね
、
お
す

す
め
の
場
所
ま
で
の
地
図
を
描
い
て
も

ら
う（
※
2
）。
こ
れ
ら
の
他
者
と
の
遭

遇
を
通
し
て
現
代
社
会
で
の
出
会
い
の

可
能
性
を
探

て
い
き
ま
す
。

わ
た
し
の
ま
な
ざ
し
に
よ
る
映
像
に

よ

て
、
私
が
他
者
と
関
わ
る
こ
と
が

あ
な
た
と
他
者
と
の
関
わ
り
と
し
て
捉

え
ら
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

1985年 熊本県生まれ
大学では空間と身体の関係性について学び

IAMASでは場所とメディア
そして人々の関係性を研究しました

※2　集めた地図を重ねて一つにまとめた地図会場で配布された『勝手な新聞』
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ループ
loop

日々の中で考えたことや思うことを、詩や絵にしてまとめた豆本
This work is a miniature book that contains a collection of poems 

and drawings about day-to-day thoughts and observations.

1988年 愛知県生まれ
研究生
美術科の高校生でした
「デザインってなんだろう？」と思い IAMASに入学しましたが
在学中に製本と出会ってしまい
デザインよりも本をつくることそのものに夢中になりつつあります

渡辺 唯
WATANABE Yui
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私
は
二
年
生
の
と
き
に
製
本
を
学
び
、

そ
れ
以
来
、
本
を
つ
く
り
な
が
ら
自

分
に
つ
い
て
考
え
続
け
て
い
ま
し
た
。

進
路
の
こ
と
で
悩
ん
だ
り
不
安
に

な

た
り
し
た
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
ど
ん
な
こ
と
が
あ

て
も
私
は
私
で

し
か
な
い
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
に
ふ

と
気
づ
き
、
今
回
の
作
品
の
ア
イ
デ

ア
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
八
冊
の
豆
本
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
一
冊
ご
と
に
タ
イ
ト
ル

が
つ
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
『
私
達
』
か
ら
は
じ
ま
り
、

『
蝶
々
』『
薄
闇
』『
水
面
』『
森
』『
林

檎
』『
言
葉
』『
箱
庭
』
と
し
り
と
り

の
よ
う
に
続
き
、『
箱
庭
』か
ら『
私
達
』

に
戻

て
き
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
中
身
は
詩
で
す
が
、
暗

い
の
も
あ
れ
ば
、
明
る
い
の
も
あ
り

ま
す
。

雰
囲
気
は
様
々
で
す
が
、
ど
れ
も
私

の
思
う
こ
と
、
考
え
る
こ
と
が
ベ

ス
に
あ
り
ま
す
。
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楽譜（一部）

Aʼ’
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p fp f p f p f p f p f

pfpf pf p f

p f

pf

pf pf pf

p f

pf

『A
t the m

o
m

ent

』
は
、
不
協
和

度
解
析
を
用
い
て
制
作
を
行

た
ピ

ア
ノ
ソ
ロ
作
品
で
す
。
ピ
ア
ノ
の

音
を
一
音
一
音
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
、

八
七
七
，八
八
八
通
り
の
和
音
を
シ

ミ

レ

ト
し
、
そ
の
不
協
和
度
解

析
の
結
果
か
ら
曲
を
構
築
し
ま
し
た
。

こ
の
制
作
手
法
は
、
音
響
解
析
に
よ

る
現
実
の
音
響
の
精
緻
な
分
析
結
果

を
、
作
品
と
し
て
現
実
に
フ

ド

バ

ク
す
る
と
い
う
構
造
が
特
徴
的

で
す
。
ま
た
そ
の
過
程
は
、
デ
ジ
タ

ル
音
響
処
理
や
、
解
析
結
果
を
元
に

し
た
膨
大
な
要
素
の
組
み
換
え
な
ど
、

コ
ン
ピ

タ

を
前
提
と
し
た
作

曲
の
試
み
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

A

At the moment
for Piano Solo Yu TAKAHASHI

Piano

240～ 272

pf

p

f

p f p f p pfpf f p pf pf pf pf

sostenuto

47

C
G

I     

D
I
T     

S
t 2

A
N

D

D
S

P

S
t 3

S
t 4

S
t 1

S
t E

研究
論文

デバ
イス

サウ
ンド

ピアノソロ/音響解析/不協和度/コンピューター/MAX/MSP/序列化/うなり
Piano Solo/Acoustic Analysis/Dissonance/Computer/MaxMsp/Hierarchy/Beat 

At the moment

1986年 山梨県生まれ
サックス演奏に10年間携わり
東北大学理学部物理学科を卒業後、IAMASにて作曲を学ぶ
音響解析やシステマティックな手法を用い
器楽曲やサウンドインスタレーションなどの制作を行う

高橋 裕
TAKAHASHI Yu

インターカレッジ・コンピュータ音楽コンサート2009にて　ピアノ演奏：吉田幸央
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favorite

　 スキなものをモチーフにした空間
　　　　　甘いのにスーっと冷たい
Space　 with　 a　personally　 tailored　 motif.

　 　 　 　 Sweet,　 yet　 refreshingly　 cold.
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　　　　　　　加納 愛実
　　　 　　　 　　KANOI-i　 Ami

　　　 　　　 　　 岐阜 県生まれ
県内の高 校を卒 業後 、IAMASへ
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私
が
好
き
な
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
、
そ
の

チ
ョ
コ
と
ミ
ン
ト
の
一一色
を
使
っ
た

空
間
,

C
M
Y
K
の
値
で
設
定
し
た
範
囲
内

の
色
を
使
っ
て
組
み
合
わ
せ
、
そ
の

パ
タ
ー
ン
を
身
の
回
り
の
色
々
な
も

の
に
盛
り
込
み
、
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
の

空
間
を
作
り
ま
し
た
,
私
自
身
も
チ
ョ

コ
ミ
ン
ト
柄
の
服
を
着
る
こ
と
で
空

間
と
一
体
化
し
、
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
の

小
物
を
作
っ
た
11
、
鑑
賞
者
に
チ
ョ
コ

ミ
ン
ト
を
振
る
舞
っ
た
り
し
ま
し
た
.

よ
り
多
く
の
方
に
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
を

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
ま
で
は
思

い
ま
せ
ん
が
、
作
品
に
付
き
合
っ
て

く
れ
た
方
々
み
ん
な
に
あ
り
が
と
う
,
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移動空間の拡張を目指したARシステム
I aimed to create an augmented reality system to magnify 

the space in which we commute and travel.

移動空間型ARシステム
AR System that adds Feeling of Move for Vehicle

50

1983年 宮城県生まれ
高専で機械工学を、大学でメディア学を
企業で飛び込み営業のノウハウを学んだのちIAMASに入学
IAMASでは電子工作、Flashコンテンツ
ARアプリケーションの制作などを中心に活動してきました

君塚 史高
KIMIZUKA Fumitaka         

『
移
動
空
間
型
A
R
シ
ス
テ
ム
』
は
乗

り
物
な
ど
の
移
動
空
間
に
お
い
て
、

移
動
知
覚
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
他
の

感
覚
器
（
視
覚
な
ど
）
に
変
換
す
る

モ
バ
イ
ル
A
R
ア
プ
リ
ケ

シ

ン

で
す
。
本
来
は
前
庭
感
覚
器
官
で
感

受
す
る
移
動
知
覚
（
空
間
内
の
加
速

度
）
を
、
他
の
知
覚
へ
と
イ
ン
タ
ラ

ク
テ

ブ
に
拡
張
す
る
も
の
で
す
。

今
後
は
こ
の
ア
プ
リ
ケ

シ

ン
を

用
い
て
、
移
動
環
境
で
の
体
験
を
拡

張
す
る
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
の
制
作
を
試
み
ま
す
。
移
動
知
覚

と
は
加
速
度
の
変
化
に
よ

て
知
覚

で
き
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
作
品
は

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
そ
の
移
動
量
を
視

覚
的
、
聴
覚
的
な
も
の
に
変
換
し
ま

す
。
こ
れ
を
応
用
し
た
ア
プ
リ
ケ

シ

ン
と
し
て
、
移
動
空
間
内
で
移

動
間
隔
を
強
調
し
た
り
、
補
助
し
た

り
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

展示ではパソコンを乗せたスケートボードを動かすことで実演をした
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都市O
　 Urban　 O

都 市 の 重 層 的 物 語 の 創 出

　 Creation　 of　a　nlulti-layered
　 　 　 　 narrative　 of　a　city

餐

■

　
　
穿

　

1

!'
吐
幽
'
回

　

ノ 　 、'f:　 ゾrノ
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/ノ ＼ ノ.ノ ノ'ノ.ノ ,　 ノ 戸 し

大
垣
市
に
存
在
す
る
建
物
、
石
板
、

橋
そ
の
他
の
工
作
物
、
石
碑
や
銅
像

な
ど
の
モ
一一
ユ
メ
ン
ト
類
な
ど
の
中

か
ら
、
都
市
の
記
憶
を
喚
起
さ
せ
る

も
の
、
あ
る
い
は
歴
史
的
に
意
義
が

あ
る
も
の
、
住
民
の
記
憶
の
中
に
刻

ま
れ
て
い
る
も
の
、
景
観
上
あ
る
い

は
テ
ザ
イ
ン
上
で
特
徴
を
持
っ
た
も

の
、
な
ど
を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
を
都

土
の
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
レ
イ
ヤ
ー
に

分
類
し
た
マ
ッ
プ
を
制
作
し
た

プ
レ
ー
ヤ
ー
は
そ
の
重
層
的
な
マ
ッ

プ
を
仮
想
の
大
垣
と
し
て
経
験
し
な

が
ら
、
都
市
に
潜
在
す
る
物
語
を
解

読
し
て
ゆ
く
　
こ
の
経
験
の
中
で
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
、
都
市
に
存
左
す
る
要
素

の
中
で
日
常
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
も

の
や
、
価
値
を
持
つ
と
は
思
わ
な
い

よ
う
な
要
素
に
も
、
.重
要
な
都
市
的

意
味
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
て
ゆ
く

の
[
冨

宮川 英利
1.11YAKA、 ∴!A　 HIddos～1

1977年 ∠1Tfi牛 まれ
入学 貞艦;某 メーカー<シ ステムエンシニア
在学 中に都市研究 をしてきました
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Y'sLibrary

個 人 蔵 書 を 基 に し た 個 人 図 書 館 の 設 計

　 　 　 Design　 of　a"personal　 library"based
　 　 　 　 　 　 on　personal　 book　 collections
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㎜ iSCC　 I5配15㎝ 司卿㎝囑5脚300

山下 健
YAMASHITA　 K白rI

　　　　　　　　1982年 吏京都生斜1
　　　　　 東京→島根→京都→人阪→
岐阜　綿合政策 ・弾築 ・IAMAS・ 碑築
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知
人
の
家
に
行
っ
た
時
、
本
棚
に
お

い
て
あ
る
本
を
見
て
そ
の
人
の
趣
味

や
思
考
を
読
み
取
っ
た
こ
と
は
誰
で

も
経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
　
修
士
制
作
で
は
個

人
の
蔵
書
が
そ
の
人
の
思
想
や
思
考

を
具
現
化
し
た
も
の
と
捉
え
、
個
人

蔵
書
を
も
と
に
個
人
図
書
館
を
設
計

す
る
こ
と
で
、
空
間
化
さ
れ
た
思
考

と
し
て
の
図
書
館
を
目
指
し
ま
し
た

本
制
作
で
は
I
A
M
A
S
前
学
長
で

あ
る
Y
氏
の
侶
人
蔵
書
を
幕
に
　
く
.m

E
σ
「卿蔓
　
を
設
計
し
ま
し
た
　
個
人

蔵
書
の
特
徴
を
そ
の
分
類

凸個
人
分

類
)
の
曖
昧
性
、多
層
性
に
見
い
だ
し
、

ひ
だ
状
の
凹
凸
形
態
を
用
い
る
こ
と

で
、
個
人
分
類
が
持
つ
曖
味
性
、
多

層
生
を
空
間
に
展
開
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た

望
佃

、

歩

'

」

一
」海葦転

曝 　　 r-
　 '、 蝿 　 　　哺_　 　 　 ㌔
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Kana Movement Type

文章構成に関する文化的要素を含む表現手法の研究
Research Into Techniques of Including Cultural 

Elements Related to Sentence Formation

1985年 愛知県生まれ
名古屋の芸術大学でグラフィックデザインを学び

ＩＡＭＡＳでアプリケーション
映像、ウェブデザインを学ぶ

 前川 真吾
MAEKAWA Shingo 
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古
筆
の
中
で
も
、
初
期
活
版
印
刷
の

重
要
な
位
置
づ
け
の
ひ
と
つ
と
し
て

筆
文
字
と
活
字
の
両
方
の
要
素
を
持

つ
文
字
表
現
を
し
て
い
た
嵯
峨
本
。

本
研
究
で
は
、
嵯
峨
本
に
み
ら
れ
る

要
素
や
数
理
的
な
リ
ズ
ム
を
抽
出
し
、

デ
ジ
タ
ル
フ

ン
ト
に
応
用
し
て
い

く
こ
と
で
新
し
い
テ
キ
ス
ト
入
力
の

可
能
性
を
考
察
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
フ

ン
ト
に
古
筆
に
み
ら

れ
る
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、

書
き
手
が
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
書
く
場

合
で
も
、
意
味
の
み
を
入
力
す
る
現

在
の
よ
う
な
編
集
ア
プ
リ
ケ

シ

ン
と
は
違
い
、
文
字
本
来
の
空
間
構

成
を
考
え
な
が
ら
新
し
い
質
を
持

た
文
章
の
編
集
が
で
き
る
と
考
え
る
。

具
体
的
に
は
、
嵯
峨
本
を
分
析
し
数

理
的
な
リ
ズ
ム
の
抽
出
を
は
か
り
モ

デ
ル
化
を
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

編
集
ア
プ
リ
ケ

シ

ン
の
開
発
を

行
な

た
。

文字を入力し、独自のパラメータを用いて編集を行う

操作画面
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の
二

-O

古
く
か
ら
遊
ば
れ
て
い
る
積
み
木
に

デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入

れ
た
作
品
で
す
。
伝
統
的
な
積
み
木

と
い
う
玩
具
に
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
加
え
る
と
、
今
ま
で
の
積
み

木
に
は
無
か
っ
た
新
し
い
体
験
を
子

ど
も
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
と
研
究
制
作
し
て
い
ま
す
。

笠原友美
KASAHARA　 Tomomi

1985年 奈良 県生まれ
大 学では、インスタレーション作 品を主 に制作
サブ活 動で、子どもを対 象にした作品 やワークショップを開催
ガングプロジェクトに一目惚 れして、IAMASに やって来ました

O
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1989年 熊本県生まれ
IAMASに来る前は熊本の高校で主に数学、物理を勉強
だが高３の夏、急にデザインに興味を持ち
成り行きでIAMASに
IAMASでデザインに対する考え方を学ぶ

藤元 翔平
FUJIMOTO Shouhei

ま
た
制
作
し
た
動
物
を
人
に
見
て
も

ら

た
り
、
他
人
が
制
作
し
た
動
物

を
見
て
そ
れ
が
何
を
表
現
し
て
い
る

の
か
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
手
を
動
か
し

て
制
作
し
た
も
の
が
、
ウ

ブ
上
で

公
開
さ
れ
た
り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

撮
影
さ
れ
ポ
ス
ト
カ

ド
と
な

た

り
す
る
過
程
が
、
想
像
す
る
楽
し
さ

を
知

て
も
ら
え
る
架
け
橋
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

第６回ワークショップコレクション（2010年2月27日、28日）出展時の様子
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ウェブ・ワークショップの２つのアウトプットで
動物形態を表現します

This project expresses animal morphology via two 
different methods, on the web and through workshops.

Ani° 
～ピースを使った動物形態表現の手法の研究～

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
想
像
す
る
こ
と
を

楽
し
く
で
き
な
い
か
」
で
す
。

ウ

ブ
と
ワ

ク
シ

プ
の
両
方

に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
単
純
な
ピ

ス
で
動
物
を
制
作
す
る
に
は
、
想
像

す
る
力
が
必
要
で
す
。
ウ

ブ
で
は

ピ

ス
を
ド
ラ

グ
、
ワ

ク
シ

プ
で
は
ピ

ス
を
実
際
に
手
で
動
か

し
、
自
分
の
頭
の
中
に
あ
る
イ
メ

ジ
を
実
体
化
さ
せ
る
こ
と
が
研
究
の

目
的
で
す
。

ウェブのインターフェイス
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Cricket culture in Japan has a 

long history. Singing crickets were 

kept as pets in ancient Japan and 

they were prized for the beautiful 

melodies the made. They were 

put in boxes in the bedroom so 

the owner could enjoy a nighttime 

serenade.  The S ing ing Robot 

Cricket strongly references this idea. 

It is envisaged as an autonomous 

robot that is powered by light. If the 

cricket catches some light it starts 

moving around and generates 

various sounds depending on the 

light intensity. All its functions are 

under the control of one board on 

the back of the little robot. The 

Sing ing Robot  Cr icket  br ings 

pleasant experience to its users and 

offers an electronic alternative to a 

live cricket.　

The singing robotic cricket strongly refers to the concept of “Japanese cricket 
culture” and it seeks to bring luck and happiness to it users.

日本文化におけるコオロギに着想を得てこのロボットを作りました
ユーザーに幸運をもたらすことを目指しています

Singing Robot Cricket

1977年 オーストリア生まれ
留学生

リンツ（オーストリア）やヴァイマル（ドイツ）で
彫刻、トランズメディアル空間と音楽、メディア技術を勉強していました

２００８年からリンツ芸大でインターフェイス文化の
修士課程に取り組んでいます 

 Reinhard Gup nger
ラインハルト・グープフィンガー
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日
本
の
コ
オ
ロ
ギ
の
文
化
に
は
長

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は

昔
、
鳴
く
コ
オ
ロ
ギ
が
ペ

ト
と
し

て
飼
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
美
し
い
メ

ロ
デ

が
評
価
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

夜
に
寝
室
で
歌
声
を
楽
し
め
る
よ
う

に
コ
オ
ロ
ギ
を
箱
に
入
れ
た
そ
う
で

す
。
今
回
は
そ
の
ア
イ
デ

ア
を
も

と
に
制
作
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
自
律
し
た
ロ
ボ

ト

で
、
光
を
浴
び
る
と
動
き
始
め
、
光

の
強
度
に
よ

て
様
々
な
音
が
出
ま

す
。
こ
れ
ら
全
て
の
機
能
は
、
ロ

ボ

ト
の
背
中
に
つ
い
て
い
る
ボ

ド
に
コ
ン
ト
ロ

ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

『S
inging R

ob
ot C

ricket

』
は
、
体

験
者
に
本
物
の
コ
オ
ロ
ギ
の
よ
う
な

癒
し
と
楽
し
み
を
も
た
ら
し
ま
す
。
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Cell#00

記憶を抱いて地中に眠る水
　　それを組み上げる蛇口
放浪者はそこから何を見る

　　　　 The　 water　 that　 holds　 our　 memories

　　　　　　　　　　　　 and　 sleeps　 in　the　 ground.

　　　　　　　　　　　 The　 faucet　 that　 pulls　 it　up.
What　 does　 the　 wanderer　 see　 from　 there?

表
現
者
　
鑑
賞
者
の
間
に
あ
る
垣
根

を
で
き
る
だ
け
低
く
し
、
そ
こ
に
存

在
す
る
全
て
の
人
間
の
表
現
と
感
情

を
受
け
止
め
、
共
有
で
き
る
よ
う
な

空
間
を
夢
想
し
て
い
ま
す
　
今
回
の

作
品
は
そ
の
空
間
の
実
現
に
向
け
て

の
一阻
ω↓
m
刀
と
位
置
付
け
、
技
術

習
得
と
表
現
の
模
索
を
目
的
に
、
バ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
使
用
す
る
錐
台
装

置
と
小
道
具
を
制
作
し
ま
し
た
.
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イトウ ユ ウヤ
　　　 lTO　YLIy&

　　　　　　　　　　　　　　　　 1978年 岐阜 県生まれ
正畿大 学にて舞 台表 現を由壇し、瑳 々な吾捕旨で作品を制作

　　 毘 台写 真家、 チラシテサイナーなとを経r、IAMASへ
　 在学 中幅海 外留 学や展示 のテノレクターなとを朔める傍ら
　　　 新 しい空問 演出とノレセンテーシ 】ンの考 察を始める
　　　　　　留学、ルームシニア、 海外展 示、巫 展盃 員艮
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あ
る
星
の
、
あ
る
砂
漠
に
て

喉
を
枯
ら
し
た
放
浪
者
か
水
を
求
め
て
フ
ラ
つ
い
て
い
ま
す

体
力
が
限
界
に
達
し
、

つ
い
に
放
浪
者
は
倒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
.

　
　
　
ゐ　つろ　つ

意
識
が
朦
朧
と
し
て
い
る
放
浪
者
の
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
一
本
の
蛇
口
、

男
は
最
後
の
力
を
振
り
絞
り
、
蛇
口
を
ぴ
ね
り
ま
す
.

と
こ
ろ
が
蛇
口
か
ら
は
水
は
一
滴
も
出
て
き
ま
せ
ん

か
わ
り
に
出
て
き
た
の
は
、
様
々
な
幻
で
し
た

●
●

し
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disappearance

　　　　　　 作者の身のまわりにあるものを布で覆い隠し
ものの輪郭を保ったその布だけを抜き取って作品としました
phis　 project　 expresses　 animal　 morphology　 via　two　 different　 methods,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　nthe　 wet?and　 through　 workshops.

　

砺ニ

 ー

.
消
失
"
を
意
味
す
る
単
語

「α
贋
ロ
U
℃Φ
山「o
コo
Φ」
と
名
付
け
た
。

日
常
の
光
景
や
事
物
に
今
ま
で
と

違
っ
た
相
貌
を
与
え
、
生
活
と
作
品
、

部
分
と
全
体
、
既
知
と
未
知
の
境
を

曖
昧
に
し
て
い
く
。
モ
チ
ー
フ
は
日

常
的
に
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
り
経

験
や
知
識
と
し
て
見
知
っ
て
い
る
も

の
、
既
知
の
も
の
に
布
を
か
ぶ
せ
、

そ
の
布
だ
け
を
提
示
す
る
こ
と
で
そ

の
未
知
性
を
奪
い
返
そ
う
と
試
み
る
。

日
常
で
目
に
す
る
対
象
物

凸コ
ッ
プ

等
の
日
用
品
や
工
業
製
品
な
ど
)
の

表
層
の
イ
メ
ー
ジ
を
ト
レ
ー
ス
し
た

立
体
作
品
固
有
の
記
号
性
を
廃
し
た

上
で
立
ち
現
れ
て
く
る
そ
の
モ
ノ
自

体
の
本
質
と
は
何
か
を
鑑
賞
者
に
問

い
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
け
る

物
事
の
捉
え
方
(既
成
概
念
)
を
揺
さ

ぶ
り
、
私
た
ち
の
眼
が
い
か
に
モ
ノ

の
表
層
し
か
見
て
い
な
い
か
を
考
え
る
。

八嶋有司
YASHIMA　 Yushi

1981年 兵庫 県生まれ
'文 化庁

メディア芸術祭.'一 東京 都写 真美術館,2006

.公 募京都 芸術 センター2007　 一 京都 芸術センター 、2007
KAVCIfloor　 　　IVv　potato　 of　name,
一 神戸 アートヴィレッジセンター ,2008
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Emo Stream

生成された映像

ライフストリームの為のウェアラブルデバイスとビジュアライザ
A visualizer and wearable device for Lifestream
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水野 渚
MIZUNO Nagisa 

1983年 埼玉県生まれ
多摩美術大学情報デザイン学科情報芸術コース卒業
ユビキタスとコンテンツ研究プロジェクト、ガングプロジェクト

日
常
生
活
に
お
い
て
、私
た
ち
は
自
分

の
身
体
を
、そ
れ
ほ
ど
意
識
し
て
は
い

な
い
。し
か
し
な
が
ら
、呼
吸
を
し
た
り
、

瞬
き
を
し
た
り
す
る
の
と
同
様
に
髪
の

毛
を
触

た
り
、左
足
を
重
心
に
し
て

立

て
い
た
り
、い
つ
も
同
じ
足
を
組
ん

だ
り
、
右
手
で
左
手
首
を
掻
い
て
い
た

り
な
ど
、
自
分
で
も
気
づ
い
て
は
い
る

が
、
何
気
な
く
生
活
の
中
で
お
こ
な
う

固
有
の
行
動
が
必
ず
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
生
活
か
ら
反
映
さ
れ
る
、
様
々
な
自

分
自
身
の
デ

タ
を
ラ
イ
フ
ロ
グ
と
呼

ぶ
。
こ
れ
ら
の
ラ
イ
フ
ロ
グ
か
ら
、日
々

の
行
動
を
参
照
す
れ
ば
、
私
自
身
の
見

え
な
い
、
行
動
の
意
味
や
精
神
の
高
ぶ

り
な
ど
と
の
関
連
性
を
見
い
だ
せ
る
か

も
し
れ
な
い
。
私
自
身
の
環
境
プ
ロ

ブ
そ
の
も
の
が
作
品
と
し
て
提
示
で
き

な
い
か
、ま
た
私
自
身
も
含
め
て
表
現

に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。
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ヒ

ロ

候
補
生
の
橋
本
は
、
あ
る

日
周
囲
か
ら
の
プ
レ

シ

に
耐

え
き
れ
ず
走
り
出
し
て
し
ま
う
。
橋

本
の
明
日
は
ど

ち
だ
？

こ
の
作
品
は
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

め
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
で
制
作
し
ま
し
た
。
キ

ラ
ク
タ

を
ア
フ
ロ
ヘ
ア
に
設
定
す
る
こ
と
で

小
さ
な
動
作
を
最
大
限
大
げ
さ
に
演

出
し
、
人
の
動
作
を
ト
レ

ス
し
た

後
に
少
し
ず
つ
崩
し
ぎ
ご
ち
な
い
コ

ミ
カ
ル
な
動
き
を
作
る
こ
と
で
、
感

覚
的
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
必
要
最
小
限
の
意
味
を
持

た
背
景
オ
ブ
ジ

ク
ト
を
配
置
し
ア

ニ
メ

シ

ン
す
る
こ
と
で
観
賞
者

に
対
し
て
通
常
の
作
品
よ
り
も
想
像

す
る
余
地
を
残
し
、
そ
こ
に
フ
ラ

ト
な
音
を
の
せ
る
こ
と
で
楽
し
い
だ

け
で
は
な
く
、
何
か
を
感
じ
取

て

も
ら
え
る
よ
う
制
作
し
ま
し
た
。
３

D
ら
し
く
な
い
質
感
を
作
る
こ
と
に

よ

て
余
分
な
感
情
を
持
つ
こ
と
な

く
ス
ム

ズ
に
入
り
込
め
る
作
品
に
仕

上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
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answer

新感覚しょーもないメーション!!
New sensation absurd animation!!

1982年 三重県生まれ
学生 → 美容師 →IAMAS

主にウェブ・アニメーション、それに伴うグラフィックス・立体を制作していました
IAMAS OPENHOUSE 2009では自作マルチタッチディスプレイに『TouchLib』を表示して展示

稲葉 光生
INABA Kosei
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未
だ
世
界
で
は
、
ロ
ボ

ト
は
非
現
実

的
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
や
映
画
で
見
る
ロ

ボ

ト
も
、
想
像
に
よ

て
作
ら
れ

た
あ
り
え
な
い
生
産
物
。

し
か
し
、私
た
ち
は
そ
ん
な
映
像
作
品

に
あ
り
え
な
い
と
認
知
し
て
い
な
が

ら
も
、リ
ア
ル
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、そ
の
リ
ア
ル
と
は
何
か
―
―
―
。

私
が
出
し
た
結
論
は
、溶
け
込
む
と
い

う
こ
と
。

実
写
映
像
と
い
う
キ

ン
バ
ス
に
、

C
G
キ

ラ
ク
タ

が
不
自
然
な
く

溶
け
込
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。
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Rush.

大澤 直輝
OSAWA Naoki

実際の映像と3DCGアニメーション
リアルという観点を重視しながらこの2つを重ね合わせた映像作品です

Actual video footage and 3DCG animation. This video work combines 
these two medias while stressing the concept of what is “real”.

1989年 岐阜県生まれ
岐阜県立多治見工業高等学校電気システム科で
電気や発電機関連の知識を得た後、IAMASに入学
在学1年目は手書きアニメーションや実写映像に触れつつ
最終的にMayaでのCGアニメーションを専攻  

CGキャラクターのモデリング
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it is...

柿森 竜太 
KAKIMORI Ryuta

童話『青い鳥』をもとにした
影絵調の作品
A work of shadow pictures based 
on the children’s story “Blue Bird”. 

1989年 岐阜県生まれ
高校卒業後IAMASへ
メディアでより影絵の質感に近づけるように試行錯誤してきました
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作
品
中
に
は
冒
頭
に
こ
の
よ
う
な

メ

セ

ジ
が
流
れ
ま
す
。

こ
の
作
品
を
見
て
も
ら

た
人
の
心

に
何
か
残

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
、

僕
の
一
番
の
願
い
で
す
。
そ
れ
は
あ

る
決
ま

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
そ
れ
ぞ
れ
に
違

た
感
じ
方
を
し

て
ほ
し
い
で
す
。

あ
な
た
に
と

て
it
つ
ま
り
そ
れ

と
は
な
ん
で
し

う
か
？

There is nothing you can do about it. However, 

if you leave it alone, it might just happen.
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This is a full-color, hand-drawn, voiced animation piece. 
フルカラー手書き声つきアニメーション作品

 中島 杏那
NAKASHIMA Anna

1989年 岐阜県生まれ
ＩＡＭＡＳに来る前は普通の勉強しかしてない高校生であった

ＩＡＭＡＳに来てからは絵を描いたり
アニメつくったり映像作品つくったりマイペースに生きてます

だめなおんな
damenaonna
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だ
め
な
お
ん
な
の
日
常
を
描
い
た
作

品
。
ゆ
る
い
コ
メ
デ

と
や
わ
ら

か
い
キ

ラ
ク
タ

デ
ザ
イ
ン
の

シ

ト
ア
ニ
メ

シ

ン
。

辛
く
落
ち
込
ん
で
い
る
人
に
も
全
て

に
絶
望
し
て
い
る
人
に
も
明
日
を
楽

し
く
迎
え
る
た
め
の
一
握
り
の
希
望

を
持

て
も
ら
え
た
ら
。
毎
日
を
楽

し
く
過
ご
し
て
い
る
人
も
よ
り
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
な

笑
い

を
テ

マ
に
し
、
そ
れ
を
二
通
り
の
方
法
で

捉
え
な
が
ら
作

た
作
品
で
す
。

カ
ラ

で
あ
る
こ
と
、
キ

ラ
ク
タ

が
動
く
こ
と
、
見
た
人
の
心
に
残
る

こ
と
を
意
識
し
て
作
り
ま
し
た
。

ど
う
し
よ
う
も
な
い
駄
目
な
女
で
も

明
日
か
ら
は
少
し
だ
け
駄
目
じ

な

い
女
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
今
は

駄
目
人
間
で
も
時
間
を
か
け
て
駄
目

じ

な
い
人
に
な

て
い
け
ば
い
い
。

ア
ニ
メ
を
見
終
わ

た
後
少
し
で
も

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
る
人
が
い
ま

す
よ
う
に
。
ち
な
み
に
駄
目
な
主
人

公
の
モ
デ
ル
は
わ
た
し
で
す
。
自
分

を
前
向
き
に
さ
せ
て
く
れ
る
き

か

け
に
な

た
作
品
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
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ネ

ト
上
の
類
似
画
像
検
索
サ

ビ

ス
に
て
、
一
ピ
ク
セ
ル
の
水
平
の
線

の
画
像
を
検
索
。

検
出
さ
れ
た
画
像
を
ダ
ウ
ン
ロ

ド

し
、
そ
れ
ら
の
画
像
に
含
ま
れ
る
線

を
水
平
に
並
ば
せ
た
。

・
太
さ
を
持
た
な
い

・
真

直
ぐ
で
あ
る

・
無
限
に
伸
び
て
端
点
を
持
た
な
い

な
ど
の
特
徴
を
持
つ
直
線
を
モ
チ

フ
と
し
て
作
る
こ
と
を
決
め
、
直
線

の
イ
メ

ジ
と
は
何
か
を
考
え
た
。
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Line 

画面を横断する水平の直線がただ淡々と続く映像
This is a video of a straight, horizontal line that plainly and continuously crosses the screen. 

1988年 大阪府生まれ
大阪の高校を卒業後、１年の浪人を経てIAMASへ

写真を撮ったりMax・MSP・Jitterを弄ったりしてました

吉田 朋生
YOSHIDA Housei

展示された映像の一部
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松本 直祐樹
MATSUMOTO Naoyuki

1976年 東京都生まれ
作曲家の卵として多くのコンクールで入選、入賞を果たすが
自分の表現に疑問を抱くようになり、救いを求めてIAMASへ
音楽とテクノロジーの関わりを研究したことにより
これからの作曲の在り方を見出すようになった

作品のライブ性を重視し演奏記録を聴かすのではなく
作品の構造解説・論文の要旨を解説した

戦
後
に
お
け
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ

の
飛

躍
的
な
発
展
が
、
音
楽
の
在
り
方
に

劇
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
特
に

録
音
技
術
の
進
化
は

い
ま
こ
こ
に

あ
る
音
楽

を
後
に
聴
く
こ
と
が
出

来
る
だ
け
で
は
な
く
、
創
作
の
現
場

に
改
革
を
迫
る
も
の
で
あ

た
。
そ

の
中
で
私
が
注
目
し
た
の
は
録
音
し

た
音
楽
と
、
実
時
間
で
の
演
奏
の
コ

ラ
ボ
レ

シ

ン
だ

た
。
す
な
わ

ち
過
去
と
現
在
の
混
交
か
ら
生
ま
れ

る
音
楽
。
私
は
そ
の
代
表
作
と
も
い

え
る
P.
ブ

レ

ズ
の
『
二
重
の
影

の
対
話
』
を
詳
細
に
分
析
、
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
誕
生
し
た
の
が
『
応
唱
』
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
ラ
イ
ブ
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る
手
法
を
用
い
て
、

現
在
お
こ
な
わ
れ
た
演
奏
を
即
座
に
再

生
、
反
復
し
た
も
の
を
作
品
の
基
礎
と

し
た
。
そ
の
結
果
、
過
去
と
現
在
と
い

う
明
快
な
二
層
構
造
で
は
な
く
、
現
在

の
変
容
の
連
続
と
い
え
る
音
楽
が
誕
生

し
た
。
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応唱
Respond to the chant

クラリネット独奏とライブエレクトロニクスのための音楽
コンピュータを援用することにより、以前では実現不可能だった音楽を作曲した

This is music for a clarinet solo and live electronics. With computer-aided music composition, 
I created music that would have heretofore been impossible.
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亀巾
一
鼻1

☆
大
垣
を
戦
国
的
に

　
　
　
楽
し
ん
で
も
い
い
じ
ゃ
な
い
☆

地
域
活
性
の
新
し
い
担
い
手
と
し
て

登
場
し
て
き
た

[一戦
国
歴
史
ま
つ
り
』

を
多
角
的
に
分
析
.
ま
ち
に
お
け
る

。ま
つ
り
"
と
は
な
に
か
、
時
代
装
束

が
ハ
レ
の
日
に
必
要
な
わ
け
、
な
ぜ

二
〇
〇
九
年
亭レ
キ
ジ
ョ
や
が
ゆブ
ー

ム
"
と
な
っ
た
の
か
、
そ
も
そ
も
大

垣
に
戦
国
資
産
は
あ
る
の
か
図
。

そ
れ
ら
を
追
求
し
つ
つ
、
実
験
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「大
垣
x
戦
国
』
展

を
市
内
で
開
催
。
展
示
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
ゲ
ー
ム
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

多
彩
な
内
容
で
大
垣
の
ま
ち
と
人
と

歴
史
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
か
け
る
..

F
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本
研
究
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
と
い
う

海
外
の
国
際
協
力
ボ
ラ
ン
テ

ア
と
国

内
の
学
校
を
、
イ
ン
タ

ネ

ト
を
活

用
し
、
つ
な
ぐ
た
め
の
研
究
で
す
。
具

体
的
に
は
、
海
外
の
国
際
協
力
ボ
ラ
ン

テ

ア
が
、
イ
ン
タ

ネ

ト
の
画
面

（S
kyp

e 

等
）
を
通
し
て
、
学
校
の
教

室
に
登
場
し
、海
外
の
現
場
か
ら
直
接
、

話
を
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
国
の
友
達

を
紹
介
す
る
。
質
問
も
沢
山
だ
さ
れ
、

普
段
は
あ
ま
り
考
え
な
い
国
際
協
力
の

こ
と
に
つ
い
て
色
々
考
え
な
が
ら
話
し

あ
う
。
そ
の
よ
う
な
楽
し
く
て
取
り
組

み
や
す
い
、
そ
し
て
リ
ア
リ
テ

の
あ

る
イ
ン
タ

ネ

ト
経
由
の

国
際
協

力
出
前
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
現

地
か
ら
出
前
講
座

を
設
計
・
実
施
・

記
録
・
分
析
・
応
用
可
能
に
す
る
た
め

の
モ
デ
ル
化
を
行
な
い
ま
し
た
。
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インターネットで海外の国際協力の現場と国内の教室を結び
国際理解ワークショップをひらくための研究です

I researched how to further international understanding by conducting workshops 
where classrooms in Japan are connected via the Internet to classrooms abroad. 

1972年 愛知県生まれ
IAMASに来る前はシリアのパレスチナ難民キャンプの学校で
先生たちが教材を作成できるようにサポートをしていました

在学中は日本の学校（主に岐阜県）の国際理解教育をサポートしてきました

 古川 浩一
FURUKAWA Koichi 

対話と創造 
― 青年海外協力隊と国際理解教育の連携の可能性 ―

Dialogue and Creation 
　̶ Possibilities of cooperation between JOCV and International Awareness̶
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1989年 東京都生まれ

荒井 龍之進
ARAI Ryunoshin

ブ
ラ
ウ
ザ
ゲ

ム
と
の
出
会
い
が
コ

ン
ピ

タ
や
ネ

ト
ワ

ク
に

興
味
を
持
つ
き

か
け
と
な
り
、
そ

の
時
の
楽
し
さ
な
ど
を
他
の
人
に
も

知

て
ほ
し
い
と
思

た
の
が
制
作

の
動
機
で
す
。

本
作
品
は
、
携
帯
電
話
を
用
い
た

多
人
数
参
加
型
シ
ミ

レ

シ

ン
ゲ

ム

で
、
ゲ

ム
の
中
の
仮

想
の
村
で
商
売
や
人
的
交
流
な
ど
と

い

た
村
人
生
活
を
楽
し
む
も
の
で

す
。
ゲ

ム
で
は
、
人
間
の
も
つ
腹

黒
さ
や
あ
る
い
は
信
用
の
や
り
取
り

が
面
白
そ
う
だ
と
感
じ
、
そ
う
し
た

複
雑
な
人
間
関
係
を
通
し
て
ゲ

ム

の
中
で
人
間
模
様
を
再
現
し
て
い
ま

す
。
敢
え
て
画
像
ベ

ス
で
は
な
く
、

テ
キ
ス
ト
ベ

ス
で
状
況
を
進
行
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
頭
の
中
で
状
況
を

想
像
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
行
動
の
状
況
は
保
存
す

る
こ
と
が
で
き
、
毎
日
、
少
し
ず
つ

遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
な

て

い
ま
す
。
携
帯
電
話
か
ら
操
作
で
き

る
村
人
以
外
の
キ

ラ
ク
タ
や
魔
王
・

勇
者
が
登
場
し
た
り
、
ゲ

ム
は
時
々

刻
々
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
ゲ

ム
で
あ
り
な
が
ら
人
間
の
欲
望
を
く

す
ぐ
り
、
駆
け
引
き
に
よ

て
意
外

性
の
あ
る
村
人
生
活
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

QRコードを読み込むとゲームに参加できる

イメージ図他プレイヤー プレイヤー

プレイヤーキャラクタ他プレイヤーキャラクタ

組合
（ノンプレイヤーキャラクタ）

村人
（ノンプレイヤーキャラクタ）

ある商品を買い占める

組合からの購入価格より
高額で販売する

ゲーム内の村
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村人生活 
Villager’s life

プレイヤーがとある村の住人となり
商売や交流といった村人の生活を楽しむゲーム

This is a game where the player becomes a village 
member and carries out daily activities such as 
selling goods and interacting with other people.

ゲーム画面
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1989年 岐阜県生まれ
IAMASに来る前は、岐阜県内の商業の高校に通っていました
IAMASではC#などを中心に勉強しました
その他には資料作成のノウハウや討論のコツなどを学びました

波多野 光
HATANO Hikaru

忘れ物に関するデータを投稿する

人
が
忘
れ
物
を
す
る
時
、
物
・
場
所
・

状
況
に
よ

て
、
何
ら
か
の
特
徴
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
同
じ
よ
う
な

行
動
し
た
場
合
や
同
じ
よ
う
な
物
を

忘
れ
る
場
合
、
そ
の
時
々
の
状
況
に

関
す
る
情
報
を
デ

タ
ベ

ス
化
し
、

デ

タ
の
傾
向
か
ら
状
況
を
判
断
す

る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
忘
れ
物
を
し
た
際
の

場
所
の
推
測
や
気
づ
き
を
促
す
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。

本
作
品
は
、
忘
れ
物
に
関
す
る
デ

タ
（
物
・
場
所
・
直
前
の
行
動
）
を

投
稿
し
て
も
ら
う
入
力
イ
ン
タ

フ

イ
ス
部
分
と
、
そ
の
デ

タ
を

元
に
忘
れ
物
デ

タ
ベ

ス
を
構
築

す
る
部
分
、
そ
の
忘
れ
物
デ

タ
ベ

ス
か
ら
項
目
別
に
統
計
デ

タ
を
表

示
、
忘
れ
物
を
し
た
際
の
場
所
や
時

間
帯
の
推
測
、
も
し
く
は
気
づ
き
を

促
す
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
部
分
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

89

A
N

D

D
S

P

S
t 3

S
t 4

S
t 2

S
t 1

S
t E

C
G

I     

D
I
T     

 そこカモ
SoCoKaMo

ウェブ上で採取した忘れ物データベースを使って
忘れ物をした際の場所を推測するシステム

This is a system that estimates the location of the user’s lost item
 using web-based “lost and found” databases.

システム図

検索ユーザ

OUTPUT

＜OUTPUT＞

＜そこカモDB＞

優先順位付け

最終OUTPUT

そこカモ紛失日気象データ

・紛失物
・紛失日
・紛失予想時間

初期INPUT情報

・感情の変化
・行動場所

追加INPUT情報

気象庁DB

結
果
の
表
示

抽
出

整列
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このイベントは、岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー
（IAMAS）の学生である相磯達也、山本高司が卒業制作として、
企画、制作、運営しています。

iPhone
酒蔵案内

I AMAS  2010  G radua t i on  Work

[イベントについて]

体験無料

こ
の
作
品
は
二
〇
一
〇
年
二
月
十
三

日
・
十
四
日
に
千
代
菊
株
式
会
社
で
行

わ
れ
た
『
酒
蔵
開
放
』
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
で
来
場
者
が
酒
蔵
内
を
見
学
す
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
に
制
作
し
た
。

共
同
制
作
と
い
う
形
式
を
と
り
、
デ
ザ

イ
ン
・
運
営
・
企
画
（
山
本
）、
サ

バ
構
築
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
（
相
磯
）

と
役
割
を
分
け
た
。

来
場
者
の
年
齢
層
が
幅
広
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、iP

hone

を
ど
の
よ
う
に

利
用
す
れ
ば
老
若
男
女
の
方
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
い
か
に
わ
か
り
や
す
く
そ
し

て
楽
し
く
見
学
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

を
二
人
で
話
し
合

た
。

制
作
物
と
し
て
は
、iP

hone

を
使
用

し
た
新
し
い
工
場
見
学
の
提
案
・
酒
蔵

見
学
サ
ポ

ト
ア
プ
リ
の
開
発
と
イ
ベ

ン
ト
企
画
・
運
営
方
法
・
見
学
終
了
後

に
楽
し
め
る
よ
う
な
ウ

ブ
サ
イ
ト
で

あ
る
。

iP
hone

ア
プ
リ
ケ

シ

ン
で
は
、

各
酒
造
工
程
が
行
わ
れ
る
場
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
パ
ネ
ル
型
の
サ
イ
ン
に

iP
hone

を
押
し
付
け
る
こ
と
で
情
報

を
表
示
す
る
よ
う
に
な

て
い
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
は
、
イ
ラ
ス
ト
や

写
真
・
映
像
で
酒
造
り
の
現
場
の
説
明

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
理
解
し
や
す
く

な

て
い
る
。

iPhoneを使用した新しい酒蔵見学の提案
それに伴うイベント企画とシステム開発

A new proposal for using the iPhone to tour a sake distillery, 
including event planning and system development.

—System development and event management for public opening sake warehouse—
iPon  ～酒蔵開放イベントをサポートするためのシステム開発とイベント運営～共同制作

サーバー
DB

相磯

山本 デザイン

システム

設営
運営

担当作業

90

AND

DI T

コントローラは動画が流れていると
きに画面タッチすると表示します。
①動画の終了
②コントローラー

動画の操作ページ移動
ページを進めるするときに
は、指を画面につけて左へ動
かします。戻す時は逆へ指を
動かします。

こんな時は
①音が鳴らなくなった
iPhone の左側にあるスイッチを
上に上げてください

②電池がなくなった
受付のところまでお持ちください

その他、不明点等がございましたら、係が酒蔵内を巡回し
ておりますので、お気軽にお訪ねください。

酒蔵案内アプリの紹介

使用方法と注意

iPhone をパネルの枠の中にぴったり収まるようにして、軽く押
しあてます。タッチが成功すると、「ポンッ」と鳴ります。

-特許出願中
今回使用する入力装置は現在特許出願中です。

パネルのタッチ方法

①

パネル画面

動画選択
画面

写真表示

コンテンツ
画面

イラストによる説明

写真

動画パネルタッチ画面（タッチ前） メニュー画面（タッチ後）

表示画面の説明

図のパネルにタッチしてください

①

②タッチしたまま左へ

イベント時の案内パネル

1985年 大阪府生まれ
大学でHTMLに出会いウェブ業界に憧れIAMASへ

IAMASではFlashを主にPHP、iPhoneについて学びました

山本 高司
YAMAMOTO Takashi

実際に酒蔵で行われたイベントの様子
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岐阜県生まれ
会社からプログラミングの研修としてIAMASへ入学
在学中に一番力を入れたことは、愛車のドレスアップ

相磯 達也
AIISO Tatsuya

iPhoneで取得できるコンテンツ
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iPhoneアプリを使用して酒蔵内を見学して頂きました
酒造りの行程を順番に見ていける内容となっています

I designed a system for using an iPhone application to tour a sake 
distillery. Visitors saw the sake-making process step-by-step. 

iP
h o

ne

は
、デ
ザ
イ
ン
性
や
ユ

ザ

フ
レ
ン
ド
リ

な
イ
ン
タ

フ

イ

ス
を
備
え
た
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
と

し
て
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
作
品
は
、iPho

ne

ア
プ
リ
ケ

シ

ン
と
し
て
ス
タ
ン
プ
型
の
デ
バ
イ
ス

を
新
規
に
用
意
し
、
新
た
な
使
い
勝

手
を
追
及
し
た
開
発
を
行
い
実
際
の

イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
ま
し
た
。

本
作
品
の
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
ユ

ザ

は
デ
バ
イ
ス
を
利
用
す
る
に
当

た
り
特
に
意
識
す
る
こ
と
な
く
同
じ

操
作
を
す
る
だ
け
で
、
そ
の
場
所
に

応
じ
た
情
報
を
表
示
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

実
際
に
酒
蔵
開
放
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

本
シ
ス
テ
ム
の
デ
バ
イ
ス
を
用
い
酒

蔵
内
を
見
学
し
な
が
ら
、
酒
造
り
の

工
程
を
音
声
・
映
像
で
の
説
明
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、「
そ
の
場
所
で

ど
の
よ
う
な
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
？
」
と
い

た
こ
と
を
理
解
し
や

す
く
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
後
に
公
開
す
る
ウ

ブ
サ

イ
ト
で
は
、iP

ho
ne

を
利
用
し
て
見

学
し
た
際
に
収
集
し
サ

バ
に
蓄
積

し
た
パ

ソ
ナ
ル
デ

タ
（
今
回
は

時
間
）
を
元
に
来
場
者
ご
と
に
異
な

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
表
示
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
はiP

ho
ne

の
よ
う
な
デ
バ

イ
ス
が
ど
ん
ど
ん
普
及
し
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
、iP

ho
n e

内

蔵
の
加
速
度
セ
ン
サ

な
ど
を
用
い

て
人
の
動
き
を
分
析
し
、
来
場
者
の

動
向
分
析
を
行
う
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

ウェブではイベント時のデータをもとにしたコンテンツを見ることができる

—System development and event management for public opening sake warehouse—
iPon  ～酒蔵開放イベントをサポートするためのシステム開発とイベント運営～共同制作
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パ

ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ

タ

の
普
及

と
高
度
な
工
作
機
器
の
低
価
格
化
が
進

み
、
今
ま
で
は
個
人
で
制
作
す
る
事
が

難
し
か

た
も
の
を
つ
く
る
環
境
が
整

い
は
じ
め
デ
ザ
イ
ン
の
領
域
を
さ
ら
に

広
げ
て
い
ま
す
。
現
在
の
大
量
生
産
、

大
量
消
費
、
大
量
流
通
と
い
う
も
の

づ
く
り
と
は
少
し
考
え
方
を
変
え
た
、

パ

ソ
ナ
ル
フ

ブ
リ
ケ

シ

ン
と

い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
デ
ザ
イ
ン
の

プ
ロ
セ
ス
と
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
制
作
を
平

行
し
て
考
え
、
個
人
か
ら
は
じ
ま
る
ボ

ト
ム
ア

プ
な
も
の
づ
く
り
を
考
察
し

ま
す
。

展示されたスライドの画面（一部）
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パーソナルファブリケーションという考え方に基づき
 個人からはじまるボトムアップなものづくりを考察します

This project explores “personal fabrication”, the idea of starting 
with the individual in mind and manufacturing from the bottom up.

form. / Design + Personalfabrication

東京都生まれ
武蔵野美術大学 基礎デザイン学科卒

デザイン会社に就職、その後フリーランスにて活動
バンタンデザイン研究所講師などを経てIAMASへ
勉強と仕事の両立を目標に入学、達成は……

北村 穣
KITAMURA Yutaka

iPhoneのスタンドのプロトタイプ
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こ
れ
は
、
酒
造
メ

カ

で
あ
る
千

代
菊
株
式
会
社
と
の
共
同
研
究
か
ら

始
ま

た
イ
ベ
ン
ト
企
画
で
す
。

お
酒
を
あ
ま
り
飲
ま
な
い
人
に
、
お

酒
そ
の
も
の
の
味
や
魅
力
を
ア
ピ

ル
し
て
興
味
を
持

て
も
ら
う
の
は

難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
お
酒

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
お
酒
を
た
し

な
む
上
で
必
要
な
酒
器
の
制
作
を
イ

ベ
ン
ト
の
中
心
に
据
え
る
こ
と
で
お

酒
を
飲
む
き

か
け
を
作
り
、
ひ
い

て
は
日
本
酒
を
ア
ピ

ル
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
3
D
ソ
フ
ト
で
お
ち

こ

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
の
成
形
し
た
型

を
用
い
て
作
陶
体
験
を
し
ま
す
。
最

後
は
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
お
ち

こ
で

日
本
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
よ
り
お
い

し
く
日
本
酒
を
味
わ
い
、
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
連
の
体
験
を
行
え

る
よ
う
運
営
マ
ニ

ア
ル
を
作
成
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
告
知
す
る
た
め
の
配
布

物
を
制
作
し
ま
し
た
。

イベントの様子

1989年 岐阜県生まれ
岐阜総合学園高等学校情報システムコース卒業
IAMASではウェブ、Flash、製本と広く浅く勉強し
最後にはイベントの企画までやってしまいました

林 佐織
HAYASHI Saori 
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1984年 山口県生まれ
慶應義塾大学 文学部 美学美術史学科卒業後
IAMASへ入学
大学での研究テーマは音楽における「視覚」の役割
IAMASではプログラム技術の習得に励み
コンピュータ独自の音響映像表現に取り組んできた

安田 到
YASUDA Itaru

音
響
と
映
像
の
融
合
を
主
題
と
し
た
表

現
に
は
既
に
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す

が
、
作
家
個
人
の
主
観
を
超
え
た
両
者

の
論
理
的
な
結
び
つ
き
は
未
だ
に
稀
有

な
も
の
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

本
作
品
で
は
デ
ジ
タ
ル
表
現
の
根
本
で

あ
る
数
字
列
そ
の
も
の
か
ら
発
想
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
で
音
響
の
推
移
と
映
像

の
動
き
を
数
値
と
し
て
統
一
的
に
処
理

し
て
い
ま
す
。
音
響
と
映
像
は
共
通
の

数
式
か
ら
算
出
さ
れ
る
数
値
に
従

て

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
同
時
生
成
さ
れ
、
数

学
的
構
造
に
準
拠
し
た
時
間
軸
を
形
成

し
ま
す
。

コ
ン
ピ

タ
計
算
に
よ
る
音
響
と
映

像
の
真
に
複
合
的
な
構
成
を
現
実
世
界

の
再
現
や
模
倣
・比
喩
で
は
な
く
、
全

く
独
自
の
抽
象
形
式
と
し
て
空
間
上
に

展
開
す
る
こ
と
で
新
た
な
知
覚
体
験
の

場
を
創
出
す
る
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

上演はプログラムの実行によって行われる
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制作から上演までを一貫してプログラムコードの
記述実行によって行うオーディオビジュアルコンサート作品

A generative audiovisual concert piece.
The presentation is performed only by execution of a program.

All sound and graphics are generated in real time.

complex composition #3
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邀月

月の出を邀えること
To salute the moonrise.

yogetsu

102

《
邀
月
》
は

間

と
い
う
漢
字
か
ら

想
を
得
て
造
形
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

中
空
に
吊
る
さ
れ
た
二
つ
の
板
は

門

の
扉

に
、
そ
の
僅
か
な
隙
間
か
ら

洩
れ
入
る
光
は

太
陽
と
月
の
光

に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。

間

の
正
字
は

閒

で
あ
り
、
本

来
は
月
の
光
の
差
し
込
む
情
景
か
ら

漢
字
は
成
立
し
た
。

《
邀
月
》
の
時
間
構
造
は

閒

か
ら

間

へ
と
変
容
し
た
時
間
を
遡
る
も

の
で
あ
る
。

上
昇
す
る
も
の
と
し
て
の
象
徴
的
な

太
陽
を
垂
直
に
落
下
さ
せ
る
こ
と
で

逆
行
す
る
時
間
を
提
示
し
て
い
る
。

直
接
的
な
光
源
と
し
て
の
太
陽
の
光

は
や
が
て
間
を
お
い
て
消
え
入
り
、

間
接
的
な
光
源
と
し
て
の
月
の
光
が

差
し
込
む

閒

の
時
間
へ
と
変
容

す
る
。

月
の
光
は

門
の
扉

の
背
面
と
壁

面
に
反
照
し
て
、
気
配
の
如
く
そ
の

向
こ
う
に
現
出
す
る
。

《
邀
月
》
の
反
照
は
慈
照
寺
（
銀
閣
寺
）

の
銀
沙
灘
と
黄
檗
山
萬
福
寺
の
月
台

を
参
照
し
て
い
る
。

「
琥
珀
色
し
た
蜜
は
指
先
を
伝
い

其
う
し
て
掌
で
雪
の
如
く
咲
い
て　

消
散
し
た
」

坂口 倫崇 
SAKAGUCHI Michitaka

サウンド・アーティスト
「静謐」を徴表とした電子音楽や音響作品を制作

三井寺などの寺院や歴史的建造物にて空間的な音響作品を発表
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文
章
構
成
に
関
す
る
文
化
的
要
素
を
含
む
表
現
手
法
の
研
究
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究
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n o
f M

ulti-layered
 N

arrative o
f the U

rb
an ̶

川
宮

 

利
英

M
IY

A
K

A
W

A
 H

id
eto

shi
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都
市
交
通
網
で
の
人
々
の
関
係
性
か
ら
考
察
し
た
表
現
研
究

S
tu

d
y o

n E
xp

ressing O
b

servatio
n

s o
f H

um
an R

elatio
n

s in U
rb

an Traf
c

藤
武

 

勇

M
U

TO
 Isam

u

24

修
士
作
品
『D

isap
p

earance

』
の
制
作
の
た
め
の
研
究

A
 R

esearch fo
r G

rad
u

ate W
o

rk 《D
isap

p
earan

ce

》

嶋
八

 

司
有

Y
A

S
H

IM
A

 Y
u

shi

66

プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
に
よ
る
音
響
と
映
像
の
複
合
的
構
成

A
u

d
io

visu
al C

o
m

p
o

sitio
n o

n a P
ro

g
ram

 C
o

d
e

田
安

 

到

Y
A

S
U

D
A

 Itaru
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あ
る
分
野
に
特
化
し
た
個
人
蔵
書
を
基
に
し
た
図
書
館
の
研
究

R
esearch o

n L
ib

raries B
ased

 o
n P

erso
nal C

o
llectio

n
s in C

ertain S
p

ecialized
 F

ield
s

下
山

 

健

Y
A

M
A

S
H

ITA
 K

en

54

島
松

 

介
俊

M
A

T
S

U
S

H
IM

A
 S

hun
suke

16

“V
O

IC
E

-P
O

R
TR

A
IT” —

ネ
ト
ワ
ク
環
境
に
お
け
る
新
た
な
映
像
表
現
の
研
究—

“V
O

IC
E

-P
O

R
TR

A
IT” ̶

R
esearch of N

ew
 Im

age E
xp

ression on N
etw

ork E
nvironm

ent  ̶
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第
学
大
院
学
大
術
芸
学
科
報
情

8

ト
ス
リ
文
論
士
修
生
期

　
（
数
字
は
掲
載
ペ

ジ
）

文
学
作
品
に
お
け
る
単
語
の
共
起
情
報
を
用
い
た
表
現
シ
ス
テ
ム

A
 S

y stem
 fo

r C
o

n
stru

cting A
rt w

o
rks U

sing C
o

-o
ccu

rrence R
elatio

n o
f W

o
rd

s in L
iterary W

o
rk

田
大

 

子
祥

O
TA

 S
ho

ko

112

移
動
空
間
に
お
け
る
移
動
感
拡
張
の
為
のA

R

デ
バ
イ
ス
の
研
究

S
tu

d
y o

f an A
R

 D
evice that A

d
d

s F
eeling o

f M
o

ve fo
r V

ehicle

塚
君

 

高
史

K
IM

IZ
U

K
A

 Fum
itaka
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実
時
間
メ
デ

ア
を
モ
チ

フ
と
し
た
絵
画
表
現
の
研
究

S
eq

u
ential M

ed
ias as M

o
tifs o

f D
raw

ing
s

原
桑

 

翔

K
U

W
A

B
A

R
A

 S
ho

32

ア
ノ
テ

シ

ン
を
用
い
て
書
籍
の
相
関
を
示
す
イ
ン
タ
ラ
ク
シ

ン
デ
ザ
イ
ン

Interactio
n D

esig
n fo

r C
o

rrelatio
n o

f B
o

o
ks U

sin
g A

nn
o

tatio
n

s

島
小

 

郎
一

K
O

JIM
A

 Ichiro

30

芸
術
表
現
に
お
け
る
「
間
」
の
考
察̶

メ
デ

ア
・
ア

ト
作
品
『
縁
環
』
を
め
ぐ

て

S
tud

y of “M
A

” in A
rt E

xp
ression  —

O
n “E

n-kan” as M
ed

ia A
rt

口
坂

 

崇
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K
A
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U

C
H
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不
協
和
度
解
析
に
基
づ
い
た
作
曲
の
試
み

S
tu

d
y o

f C
o

m
p

o
sitio
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ased

 o
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isso
nance A

nalysis

橋
高
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TA
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A
H

A
S

H
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高
齢
者
の
身
体
機
能
回
復
に
向
け
たiP

ho
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の
活
用
と
可
能
性

U
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n and
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o
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ility o
f iP

ho
ne fo

r R
ehab

ilitatio
n o

f the A
g

ed

中
田

 

司
健

TA
N

A
K

A
 K

enji

38

写
真
表
現
に
お
け
る
マ
テ
リ
ア
リ
テ

̶
      

イ
メ

ジ
の
消
失
過
程
と
そ
の
記
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M
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ho
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g
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戦
国
歴
史
ま
つ
り
と
地
域
活
性

S
eng

o
ku F

estival and
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evelo
p

m
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rea

田
津

 

保
志
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U
D
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メ

ル
に
よ
る
エ

ジ

ン
ト
ラ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
の
研
究
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g
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奈
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会　期：2010年 2月18日（木）～ 21日（日）

会　場：ソフトピアジャパンセンタービル（岐阜県大垣市）

時　間：10:00  ̶ 18:00

出展者：44名

来場者：延べ 670名

情報科学芸術大学院大学第8期生修了研究発表会

岐阜県立国際情報科学芸術アカデミー第13期生卒業制作展

開催概要

108109

タイムスケジュール
Time Schedule

IAMASONIC 20102/19   Fri. サウンドイベント16:30—18:00

2/18 Thu. オープニングセレモニー10:00 —

2/20   Sat. 修士論文口頭発表13:00—15:00

トークイベント15:00—16:30

18:00— クロージングセレモニー

18:00—20:00 ウェルカムパーティー

.nuS   12/2 ギャラリーツアー13:00—
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111

Complex Composition α
制
作
・
上
演
の
全
て
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
コ

ド
の
記
述
・
実
行
に
よ

て
行
う
オ

デ

オ
ビ
ジ

ア
ル
コ
ン
サ

ト
作
品

で
す
。
音
響
と
映
像
は
共
通
の
数
式
か

ら
算
出
さ
れ
る
数
値
に
従

て
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
同
時
生
成
さ
れ
、
数
学
的
構

造
に
依
拠
し
た
時
間
構
造
を
形
成
し
ま

す
。
コ
ン
ピ

タ
計
算
に
よ
る
音
響

と
映
像
の
真
に
複
合
的
な
構
成
を
、
現

実
世
界
の
認
識
と
は
異
な
る
独
自
の
抽

象
形
式
と
し
て
空
間
上
に
展
開
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
知
覚
体
験
の
場
を
創
出

し
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
　
〈
安
田 

到
〉

In the moment
こ
の
作
品
は
、
修
士
作
品
『A

t the 

m
o

m
ent

』
を
受
け
て
制
作
を
し
た
、
第

二
バ

ジ

ン
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
曲
で
す
。

不
協
和
度
解
析
と
い
う
音
響
解
析
を
用

い
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
ピ
ア
ノ
の
音

か
ら
シ
ミ

レ

ト
し
た
和
音
の
、
不

協
和
度
解
析
の
結
果
か
ら
曲
を
構
築
し

ま
し
た
。
和
音
を
不
協
和
度
の
順
位
と

並
べ
る

序
列
化

と
呼
ぶ
操
作
を
基

に
し
た
、
単
旋
律
に
よ
る
ピ
ア
ノ
ソ
ロ

曲
で
す
。
こ
の
単
旋
律
の
中
に
は
、
不

協
和
度
の
推
移
や
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を

し
た
ピ
ア
ノ
の
音
色
が
内
包
さ
れ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

  〈
高
橋 

裕
〉

IAMASONIC

20
10

111

     

2/19 Fri.16:30—18:00

16:30—17:00 筒井 一隆＋ hoonida-kim

高橋 裕17:00—17:30

安田 到17:30—18:00

IAMASONIC 2010サウンドイベント

lost on someone
身
の
回
り
の
環
境
か
ら
切
り
取

た
音 

（ho
o

nid
a-kim

）
と
純
粋
な
電
子
音
だ

け
で
作
ら
れ
た
音 

（
筒
井
一
隆
）、
そ
れ

ぞ
れ
が
一
見
異
な
る
が
、
そ
の
間
に
存

在
す
る
繋
が
り
を
模
索
す
る
。
今
回
そ

の
実
験
と
し
て
、
二
人
そ
れ
ぞ
れ
の
要

素
が
そ
の
間
の
均
衡
を
上
手
く
保
ち
つ

つ
、
場
の
空
気
を
操
作
す
る
こ
と
を
目

指
す
。
私
た
ち
は
要
素
と
要
素
の
間
に

存
在
す
る
無
数
の
可
能
性
を
信
じ
て
、

表
現
す
る
者
で
あ
り
な
が
ら
、
観
察
者

で
も
あ
り
う
る
。

〈 hoonida-kim

（
手
前
）  

筒
井 

一
隆 （
奥
）〉

展示作品→ P.84

展示作品→ P.100

110

『IAMASONIC 2010』は、スタジオ２
とDSPコースの学生（筒井 一隆＋
hoonida-kim・高橋 裕・安田 到）に
よる多彩な音楽・映像ライブイベン
トです。サウンドや映像メディアを
用いて、オーディエンスの五感に働
きかけるようなパフォーマンスを披
露しました。
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『トークイベント』では、面白法人カ
ヤック 代表取締役 柳澤大輔さんを
お迎えして、学生と来場者とのオー
プンディスカッションを行いました。
トークイベントの模様は USTREAM

を通して配信、また Twitterを通して
インターネット上で意見・コメント
を受け付けました。

トークイベント

嫌
い
な
人
が
い
た
ら
、
ま
ず
心
の
中
で
そ

の
人
に
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
う
と
意
外

と
温
か
い
気
持
ち
に
な
る
、
と
い
う
話
が

社
内
に
流
行
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
毎
日

誰
か
に
対
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
を
強
制

的
に
言
お
う
と
い
う
サ

ビ
ス
が
で
き
ま

し
た
。
最
初
は
自
分
の
為
の
サ

ビ
ス
が
、

そ
の
う
ち
そ
れ
を
共
有
し
て
、
み
ん
な
が

誰
か
に
言

た
「
あ
り
が
と
う
」
も
見
え

る
よ
う
に
な

た
ら
お
も
し
ろ
い
ん
じ

な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
四
年
ぐ
ら
い
続

け
て
い
ま
す
。

何
の
為
に
作
る
の
か
と
言
わ
れ
る
と
特
別

な
理
由
は
な
い
で
す
。
作
品
を
見
る
と
、

な
ぜ
作

た
の
と
言
わ
れ
る
と
理
由
が
な

い
よ
う
な
も
の
が
結
構
多
い
で
す
ね
。
そ

ん
な
こ
と
を
会
社
単
位
で
や
ろ
う
と
い
う

の
が
、
面
白
法
人
カ
ヤ

ク
な
ん
で
す
。

カ
ヤ

ク
に
は
、
サ
イ
コ
ロ
を
振

て

給
料
を
決
め
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

元
々
は
大
学
の
同
期
三
人
で
立
ち
上
げ

た
会
社
で
、
仲
良
く
十
二
年
間
や

て

る
ん
で
す
が
、
立
ち
上
げ
た
時
に
「
友

達
同
士
で
起
業
し
た
ら
確
実
に
将
来
お

金
で
も
め
る
よ
」
と
み
ん
な
に
ア
ド
バ
イ

ス
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
大
切
に
し
て

い
た
一
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
で
す
む
よ
う
な
取
り
組
み

て
何
か
な
い
か
な
、
と
い
う
こ
と
で
作

た
の
が

サ
イ
コ
ロ
給

で
す
。
給
料
×

サ
イ
コ
ロ
の
目
パ

セ
ン
テ

ジ
が
毎

月
手
当
と
し
て
出
ま
す
。
六
が
出
る
と
、

給
料
が
三
十
万
な
ら
六
パ

セ
ン
ト
の

一
万
八
千
円
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
仕
組
み

で
す
。

企
業
を
見
る
時
に
そ
の
企
業
の
文
化
や

個
性
が
出
る
の
が
給
料
明
細
だ
と
僕
は

思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
人
間
を
ど
う
い

う
風
に
評
価
す
る
の
か
が
給
料
制
度
に

出
て
き
ま
す
か
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

も
視
点
に
し
て
み
る
と
就
職
活
動
に
便

利
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
某
フ

ス
ト
フ

ド
の
ス
マ

イ
ル
０
円
に
触
発
さ
れ
た
社
員
の
提
案

で
す
。
給
料
明
細
に
ス
マ
イ
ル
給
０
円

と
書
い
て
あ

た
ら
、
意
外
と
０
円
以

上
の
価
値
が
あ

て
お
も
し
ろ
い
よ
ね

と
い
う
こ
と
で
始
ま
り
ま
し
た
。

毎
月
二
人
ペ
ア
の
社
員
が
選
ば
れ
て
、
片

方
が
片
方
を
褒
め
る
。
そ
し
て
、
ナ
ン

ト
カ
給
と
書
い
て
０
円
と
書
く
。
一
言

で
言
う
と
褒
め
合
う
制
度
な
の
で
、
強

制
的
に
ポ
ジ
テ

ブ
に
し
よ
う
と
い
う

仕
組
み
な
ん
で
す
。

今
は
お
金
が
す
ご
く
力
を
持

て
い
て
、

お
金
に
絡
め
て
ポ
ジ
テ

ブ
な
こ
と
を

や
る
こ
と
で
よ
り
効
果
が
高
ま
る
と
い

う
時
代
で
す
。
そ
の
お
金
の
持

て
い

る
力
を
利
用
し
て
良
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
発
想
で
す
。

T
H

A
N

K
S

給
ロ
コ
イ
サ

給
ル
イ
マ
ス

る
す
示
表
て
め
集
を
う
と
が
り
あ
の
人

。
る
あ
も
版
語
国
外
ど

2/20　Sat. 15:00—16:30

面白法人カヤックとは

子どもに
「パパ、何してるのか分かんない」
と言われるような会社を作りたいと思って、
できた会社がカヤックです。

代表取締役
柳澤 大輔

T
a
lk

event

112

『修士論文口頭発表』では、大学院生
（古川 浩一・大田 祥子・坂口 倫崇）
による研究成果のプレゼンテーショ
ンを行いました。

大田 祥子

文学作品における

     単語の共起情報を用いた

表現システム

状況や文脈に応じて蓄えられた情報
を分解・再編成するシステムの構築
を利用し、文学作品を単語に分解
し、新たな作品へと再構成する手法
を提案した。その手法を検討する具
体的な実験としてサン＝テグジュペリ
の『星の王子さま』を題材に、物
語の断片としての名詞を取り出しそ
れらの共起関係を利用し、モビール
（mobile）という手法を用いて構
造化した。

古川 浩一

対話と創造

－青年海外協力隊と国際理解教育

の連携の可能性̶

ICT（Information and Communication 

Technology）を利用して、青年海外
協力隊が活動する国際協力の現場
と日本国内の学校の教室をつなぐこ
とを『現地からの出前講座』と名付
け、プログラムの設計・実施・記録・
分析を行ったうえで、応用可能なモ
デルを考察している。

坂口 倫崇

芸術表現における「間」の考察

             メディア・アート作品

『縁環』をめぐって

日本の美学的特徴の一つ 間 に
ついて考察する。
空白 静寂 緊張 などの概念よ
り 間 の解釈を行い、 場 として
の 間 を提示する。
メディア表現における 間 日本的
なもの の可能性を、『縁環』をめ
ぐり展開する。

展示作品→ P.84

2/20 Sat. 13:00—15:00

修士論文口頭発表
Oral pr

es
en

ta
tio

ns
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バ
ラ
ン
ス
の
話
は
か
な
り
聞
か
れ
ま
す
ね
。

本
質
的
な
話
を
す
る
な
ら
、
細
か
い
事
は
さ

て
お
き
、
人
と
人
は
対
等
と
思
う
事
で
す
。

相
手
を
肯
定
す
る
し
、
尊
重
す
る
。
そ
の
中

で
ど
れ
だ
け
厳
し
く
し
て
も
、
基
本
的
に

は
対
等
で
す
。
そ
う
い
う
の
は
端
か
ら
見
る

と
も
し
か
し
た
ら
面
白
そ
う
に
見
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
厳
し
い
で
す
。
物
作
り
に

対
し
て
手
を
抜
い
た
ら
厳
し
い
し
、
せ
こ
い

と
突

込
み
が
入
る
。
一
人
で
も
せ
こ
い
人

が
居
る
と
組
織
は
せ
こ
い
人
間
の
集
合
体
に

な

て
し
ま
う
。皆
が
自
分
自
身
と
戦
う
と
、

周
り
と
の
戦
い
で
は
な
く
自
分
自
身
と
の
戦

い
に
な

て
く
る
。
そ
う
い
う
部
分
で
面
白

い
ん
だ
け
ど
、
ど
こ
よ
り
も
厳
し
い
ん
じ

な
い
か
な
あ
。

じ

あ
、
そ
れ
で
ど
う
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て

い
る
の
か
と
い
う
と
、
取
れ
て
い
る
の
で
は

な
く
行

た
り
来
た
り
し
て
、
同
じ
状
態
は

あ
り
得
な
い
。
今
少
し
会
社
が
疲
弊
し
て
い

る
と
か
、
個
人
が
悲
し
い
状
態
で
あ
る
と
か

が
常
に
あ

て
、
そ
れ
が
な
ぜ
振
り
戻
さ
れ

る
か
と
い
う
と
、
本
質
的
に
気
の
合
う
仲
間

と
仕
事
し
た
い

て
い
う
所
で
、
振
り
戻
さ

れ
る
ん
で
す
。

Q
　

。
い
さ
だ
く
て
え
教
て

ブ
レ
ス
ト
の
ル

ル
と
し
て
は

否
定
し
な

い

数
を
増
や
す

大
き
く
言
え
ば
こ
の

二
つ
に
集
約
さ
れ
る
と
思
う
ん
で
す
。
そ
れ

で
ス
タ

ト
し
て
も
な
か
な
か
い
い
案
が
出

な
い
と
い
う
と
き
に
は
も
う
一
つ

質
問
を

入
れ
な
い
こ
と

を
意
識
す
る
と
良
い
で
す
。

何
か
良
い
案
が
出
た
時
に
ふ
と
疑
問
が
浮
か

ん
で
質
問
し
て
し
ま
う
ん
で
す
ね
。
途
中
で

疑
問
に
思
う
か
ら
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
経
緯

で
出
て
来
た
の
か
と
思

て
つ
い
質
問
す
る

と
、
知

て
る
人
が
う
ん
ち
く
を
語
り
だ
し

て
、
会
議
が
五
分
経

て
し
ま
う
。
だ
か
ら

疑
問
に
思

た
こ
と
は
抜
か
し
て
、
ア
イ
デ

ア
を
出
す
こ
と
だ
け
に
集
中
す
る
。
そ
れ
だ

け
で
結
構
良
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
一
つ
目
。

二
つ
目
は
、
自
分
の
体
験
談
み
た
い
な
こ
と
は

語
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
自
分
の
知

て
る
こ
と
に
な
る
と
誰
か
が
自
分
の
知
識
を

言
い
た
く
な
る
ん
で
す
け
ど
、
そ
う
す
る
と

そ
う
い
う
話
で
ほ
と
ん
ど
会
議
が
終
わ

て

し
ま
う
か
ら
、
そ
れ
は
無
し
。
そ
の
二
つ
を

意
識
す
る
と
数
が
で
ま
す
ね
。
良
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

リ
サ

チ
を
ど
う
い
う
風
に
と
ら
え
る
か

て
重
要
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
特
に
イ
ン
タ

ネ

ト
の
世
界
と
い
う
の
は
、
必
ず
先
に
実

現
さ
れ
て
ま
す
ね
。
だ
か
ら
自
分
は
面
白
い

と
思

た
も
の
が
あ
る
と
、
企
画
の
段
階
で

ま
ず
リ
サ

チ
を
か
け
る
。
け
れ
ど
出
す
タ

イ
ミ
ン
グ
に
よ

て
流
行

た
り
流
行
ら
な

か

た
り
す
る
の
で
、
意
識
と
し
て
は
必
ず

し
も
既
に
あ
る
か
ら
や
め
る
、
と
い
う
話
で

は
な
い
で
す
。

十
二
年
間
た
く
さ
ん
出
し
て
、
失
敗
を
し
て

る
訳
で
す
よ
。
そ
う
す
る
と
、
新
入
社
員
が

持
ち
込
ん
だ
企
画
が
上
の
人
か
ら
見
る
と
過

去
に
も
や

た
な
、
と
い
う
企
画
だ

た
り

す
る
ん
で
す
。
で
も
時
代
が
変
わ

て
い
る

の
で
、
過
去
に
や

て
失
敗
し
た
か
ら
と
否

定
し
な
い
よ
う
に
と
、
う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を

と

て
や

て
い
ま
す
。

Q
　

を
ス
ン
ラ
バ
に
風
な
ん
ど
。
す
で
ん
う
思Q

　

ト
ス
レ
ブ

）
つ
一
の
式
方
議
会

。
か
す
ま
り
あ
は
ツ
コ
の

パネラー・会場・Twitterから質問を
受け付けました。
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そ
れ
は
、
自
分
が
ど
う
い
う
人
間
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
例
え
ば
会
社
が
九
時
か
ら
五
時

ま
で
し
か
や

て
い
な
い
方
が
メ
リ
ハ
リ
が

き
く
と
い
う
人
は
、
そ
う
い
う
ル

ル
を
作

て
下
さ
い
。
自
分
で
律
す
る
人
は
、
夜
だ

て
朝
だ

て
で
き
る
わ
け
じ

な
い
で
す
か
。

人
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
て
い
る
状
況
が
違
う
し
、

全
員
に
あ

た
ル

ル
は
な
い
か
ら
、
二
十
四

時
間
開
放
に
僕
は
賛
成
で
す
。
ル

ル
が
な

い
と
だ
ら
け
る
人
は
自
分
で
自
分
に
ル

ル

を
課
す
し
か
な
い
。
例
え
ば
教
授
に
何
時
か

ら
何
時
ま
で
働
く
よ
う
命
令
し
て
も
ら
う
の

も
、
自
主
性
の
あ
る
強
制
で
す
。
教
授
か
ら

言
わ
れ
て
や
る
の
で
は
な
く
、
自
分
は
弱
い

か
ら
教
授
言

て
下
さ
い
と
い
う
の
は
オ

ケ

で
す
。

僕
も
そ
ん
な
に
強
い
人
間
じ

な
い
か
ら
、

友
達
三
人
、
お
互
い
ぬ
る
い
と
き
は
指
摘
し

あ
お
う
と
ル

ル
み
た
い
な
も
の
を
決
め
て

い
ま
す
。
仕
組
み
で
自
分
を
強
く
し
て
い
く

Q
　
I
A
M
A
S

制
も
で
つ
い
間
時
四
十
二
は

い
な
く
良
に
逆
は
僕
、
が
す
で
境
環
る
き
で
作

す
業
作
に
夜
、
し
う
ま
し
て
し
業
作
ら
だ
ら
だ

。
す
ま
り
あ
も
と
こ
る
入
滅
が
気
で
と
こ
る 迷

う
の
は
、
本
人
が
リ
サ

チ
を
し
て
、
既

に
あ

て
周
り
か
ら
見
て
も
同
じ
だ
け
れ
ど
、

こ
こ
が
違
う
、
と
い
う
本
人
に
し
か
分
か
ら

な
い
違
い
が
あ

て
、
そ
の
時
が
一
番
岐
路

に
な
り
ま
す
ね
。
ど

ち
に
転
ぶ
か
分
か
ら

な
い
時
が
あ
る
。
じ

あ
ど
う
や

て
判
断

さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
正
直
そ
の
人
の
日
頃

の
行
い
で
す
。
何
が
正
し
い
か
と
い
う
の
は

出
し
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い
世
界
な
の
で
、

何
に
賭
け
る
か
と
い
う
と
そ
の
人
の
信
用
力

に
賭
け
る
し
か
な
い
で
す
。

や
は
り
リ
サ

チ
は
し
な
い
と
だ
め
で
す
ね
。

カ
ヤ

ク
は
ア
イ
デ
ア
を
沢
山
出
す
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
や

て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
人

間
を
増
や
す
学
校
を
作
り
ま
す
。
ア
イ
デ
ア

の
レ
ベ
ル
の
高
さ
や
セ
ン
ス
は
違

て
も
数

だ
け
は
誰
で
も
同
じ
だ
け
出
せ
る
か
ら
、
選

択
肢
が
増
え
て
生
き
方
が
ポ
ジ
テ

ブ
に
な

る
。
セ
ン
ス
の
あ
る
人
は
高
い
レ
ベ
ル
の
選

択
肢
が
沢
山
出
て
、
セ
ン
ス
の
な
い
人
は
良

い
ア
イ
デ
ア
で
は
な
い
け
れ
ど
、
選
択
肢
が

増
え
る
。
そ
の
人
が
ア
イ
デ
ア
を
出
せ
る
よ

う
な
状
況
に
す
る
学
校
で
し

う
ね
。
こ
れ

し
か
打
つ
手
が
な
い
と
い
う
の
は
暗
く
な

ち

う
か
ら
、
そ
ん
な
事
な
い
よ
、
そ
の
人

に
あ

た
手
が
あ
る
よ
と
伝
え
て
い
く
学
校

な
の
か
な
あ
。

本
質
的
な
事
は
二
つ
で
、
一
つ
は
ス
ピ

ド

で
す
。
技
術
の
変
化
は
早
い
。
競
争
相
手
も

多
い
。
ど
こ
よ
り
も
早
く
自
分
自
身
が
変
わ

て
ス
ピ

ド
感
を
持

て
出
し
て
行
か
な
く

て
は
い
け
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
自
分
自
身

だ
け
で
作
る
プ
ロ
セ
ス
で
は
勝
て
な
い
と
い

う
こ
と
。
サ

ビ
ス
を
β
版
で
出
し
、
ユ

ザ

が
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
踏
ま
え
て
作

て
い
く
。
ユ

ザ

が
作
り
手
と
し
て
参
加

し
て
一
緒
に
作

て
い
く
感
覚
に
な
る
。
そ

の
中
で
ど
の
技
術
を
追
い
か
け
て
い
く
か
は

三
年
単
位
で
変
わ

て
い
く
の
で
、
こ
の
先

ど
う
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
な
い
。
放

て
お
い
た
ら
ど
こ
ま
で
も

楽
な
方
を
選
ぶ
か
ら
。
二
十
四
時
間
だ
ら
だ

ら
や

て
気
が
滅
入
る
な
ら
、
自
分
な
り
の

ル

ル
を
決
め
る
し
か
な
い
で
し

う
ね
。

Q
　

。
か
す
ま
り
作
を
校
学
な
ん
ど
ら
た
し
と
る
作Q

　

。
か
す
ま
れ
ら
お
て
え
据
見
う
ど
を
方

柳澤さんへ質問
Talk

ev
en

t
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『ギャラリーツアー』では、大学院・
アカデミーの全学生が自身の作品につ
いて１人３分程度で順に語っていきま
した。来場者は出展者の説明を聞きな
がら一斉に会場を巡りました。

ギャラリーツアー
2/21 Sun. 13:00—15:00

全出展者が作品の説明をし、来場者はツアーのように作品を観てまわった。

START

GOAL

順
路

作
品

フ
ロ
ア
マ

プ
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多様な形態の作品がある中で、その鑑賞方法や制作意図、作者の抱える問題意識などを伝えることができた。〈担当者〉

 t
ou

r

Gallery
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己
紹
介

と
、
数
人
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
つ
ぶ

や
い
た
テ
キ
ス
ト
を
素
材
と
し
た

Tw
itter

の
二
つ
の
シ
リ

ズ
で
あ
り
、
本
来
は
ネ

ト

ワ

ク
環
境
で
鑑
賞
す
る
作
品
だ
。
動
画
共
有

サ
イ
ト
や Tw

itter

と
い

た
ウ

ブ
サ

ビ

ス
で
構
成
さ
れ
た
作
品
は
極
め
て
今
日
的
で
あ

り
、C

R
E

A
M

横
浜
映
像
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
す
る
な
ど
学
外
で
も
高
い
評
価
を
得
た
。

　

四
名
と
も
に
最
後
ま
で
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た

こ
と
を
嬉
し
く
誇
り
に
思
う
。
本
学
二
年
間
で

の
経
験
が
創
造
の
力
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て
い
る
。

chronological remoteness with the here/now  

demands of local expectation and experience.

In an unlikely twist, Kimizuka Fuｍitaka s roller-skate mounted 

accelerometer can be seen as the highly pragmatic study of framing and 

exploiting the ever more abstract nature of our entanglement with reality 

̶ so much featured behind the scenes in the preceding two propositions. 

The visualisations of quanti ed change in speed, experienced in vehicles 

where non-arbitrary feedback to our five senses is greatly reduced or 

lacking, can also be read as notations for the orchestration of ad libitum 

designs to enhance/control/manipulate our being in the world.

Recognising these possibilities with the shrewdness of an engineer s 

mind and harnessing them with the audacity of a designer s vision is in 

fact the main concern of what we wish the graduates to pursue in their 

practice as Interface Designers.

This year s graduation projects of Studio 3 s Interface Design 

program presented a broad scope of proposals, challenging the 

common understanding of Interface :  while at rst glance each 

of these installations may elicit a déjà-vu moment, closer inspection and 

conversation with the students reveals a much deeper and compelling 

core, sharing a common concern for understanding and designing the 

experience of being in a speci c environment or state.

Miyakawa Hidetoshi compiled his roamings throughout O into an 

interactive set-up, where players  subtly become charged to not only 

reflect on the many layers of urban environments, but also to assume 

responsibility to get involved as an agent of change in the real world. His 

development addresses decision makers on all levels whom he expects 

to become active contributors to the stock of information relevant for the 

various stakeholders in urban A/B/C... contexts.

Yamashita Ken s model then appears like a zoom-up of more specific 

detail; his library architecture is anchored in the complex mental wiring 

of a collector whose obfuscated identity only invites for speculations and 

projections on the essence of knowledge  as a pattern building force. His 

research focuses on the possibilities of spatially extrapolated interfaces 

to that accumulation of scholarly resources, aiming to bridge topological/

Professor
Andreas  Schneider         

S
tu

d
io
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今
年
の
ス
タ
ジ
オ
３
の
卒
業
作
品
は
、
幅
広

い
提
案
を
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り

イ
ン
タ

フ

イ
ス

と
い
う
概
念
を
新
た
に
探
り
ま
し

た
。
作
品
を
ぱ

と
見
る
と
何
か
見
た
こ
と
が

あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

更
に
深
く
考
え
た
り
作
者
と
話
し
た
り
す
る
こ

と
で
、
よ
り
興
味
深
い
コ
ン
セ
プ
ト
が
見
え
て

き
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
が
あ
る
空
間
や
状
況

の
雰
囲
気
を
味
わ
う
と
い
う
経
験
を
、
理
解
し

デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
対
し
て
興
味
を
持

て

い
ま
す
。

　

宮
川
英
利
は
、
大
垣
を
歩
き
回

た
こ
と
を

記
録
し
、
イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ブ
な
ゲ

ム
の
よ

う
な
も
の
を
作
り
ま
し
た
。
プ
レ

ヤ

に
対

し
、
町
の
環
境
の
さ
ま
ざ
ま
な
層
に
つ
い
て
顧

み
る
こ
と
、
実
世
界
に
出
か
け
て
社
会
に
影
響

を
与
え
る
活
動
を
す
る
責
任
が
あ
る
と
い
う
意

識
を
持
た
せ
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
は
社

会
の
共
用
知
識
に
新
し
い
情
報
を
入
れ
よ
う
と

す
る
人
を
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
山
下
健
の
模
型
は
、
詳
細
を
拡
大

Voices of Faculty
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情
報
技
術
の
普
及
に
伴
い
境
界
が
よ
り
曖
昧

に
な
り
、
細
分
化
す
る
こ
と
が
む
し
ろ
非
効
率

に
さ
え
成
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
製
品

や
芸
術
作
品
に
も
そ
の
指
向
が
含
ま
れ
曖
昧
さ

が
顕
著
に
な

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
旧
体
制
は
既
存
の
枠
組
み
で
そ
の
境
界
を

明
確
に
し
よ
う
と
試
み
て
き
た
が
、
そ
の
枠
と

い
う
概
念
そ
の
も
の
が
無
意
味
に
な
り
、
試
み

る
行
為
が
無
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
曖
昧

で
あ
る
こ
と
が
本
来
あ
る
べ
き
姿
勢
で
あ
り
、

対
象
と
な
る
製
品
や
作
品
の
機
能
や
表
現
な
ど

の
表
面
的
な
外
装
や
枠
組
み
が
重
要
な
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
そ
の
裏
側
に
あ
る
本
質
を
見
極

め
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
何
か

の
為
の
作
品
で
は
な
く
、
そ
の
作
品
が
世
界
を

ど
の
よ
う
に
変
容
さ
せ
る
の
か
が
重
要
で
あ

り
、
そ
れ
が
作
品
で
あ
る
か
製
品
で
あ
る
か
は

評
価
や
作
る
側
の
都
合
に
左
右
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『W

ind
ow

s
2010

』・『
勝
手
な
幸
せ
』
は

社
会
と
個
人
の
接
点
か
ら
都
市
や
街
と
い

た

曖
昧
な
境
界
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
試
行
を
探

求
し
そ
の
取
り
組
み
は
面
白
い
。

　
『
メ

ル
に
よ
る
エ

ジ

ン
ト
ラ
イ
ク
シ

ス
テ
ム
の
研
究
』・『
本
脈
』
は
今
日
の
ネ

ト

ワ

ク
状
況
か
ら
問
題
や
可
能
性
を
探
求
し
、

今
後
に
向
け
た
新
た
な
提
案
を
し
て
い
る
点
で

期
待
で
き
る
。

　
『《
時
間
》
シ
リ

ズ
』
は
絵
画
と
い
う
古
い

技
法
に
、
身
体
と
映
像
と
い
う
絵
画
と
関
連
の

な
い
要
素
を
定
着
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
点

が
面
白
い
。

　
『K

ana M
ovem

ent Typ
e

』
は
書
体
と
コ

ン
ピ

タ
を
テ

マ
に
新
た
な
切
り
口
に
取

り
組
み
そ
の
可
能
性
を
見
い
だ
し
た
。

　
『b

it w
orld

』・『E
m

o S
tream

』
は
プ
ロ

ダ
ク
ト
に
近
い
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
遊
び
や
生
活

を
変
え
る
新
た
な
提
案
を
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
通

し
て
実
験
し
た
。

　
『d

isap
p

earance

』
は
既
存
の
作
品
を
参

照
せ
ず
に
新
た
な
ア
プ
ロ

チ
で
作
品
化
に

至

た
プ
ロ
セ
ス
に
は
作
家
と
し
て
の
存
在
感

を
感
じ
た
。

　

ス
タ
ジ
オ
1
の
作
品
は
、
外
か
ら
見
れ
ば
芸

術
作
品
、
研
究
、
あ
る
い
は
デ
バ
イ
ス
の
よ
う

に
多
様
性
に
満
ち
、
一
様
で
語
る
こ
と
の
出
来

る
ま
と
ま
り
を
形
成
し
て
い
な
い
。
し
か
し
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ン
ス
の
裏
側
を
考
え
れ
ば
、
多

少
完
成
度
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
内
包
し
て

い
る
真
意
が
伺
え
知
れ
、
そ
れ
ら
は
既
存
の
枠

組
み
に
捕
わ
れ
な
い
新
た
な
探
求
と
し
て
十
分

に
刺
激
的
で
あ

た
と
思
う
。

　

卒
展
カ
タ
ロ
グ
の
文
章
は
、
だ
い
ぶ
経

て

か
ら
読
み
返
し
た
と
き
に
面
白
か

た
ら
よ

い
だ
ろ
う
な
と
思
う
の
だ
け
ど
、
今
、
何
を

書
く
べ
き
だ
ろ
う
。w

eb
 2. 0

と
い
う
言
葉
が

あ

た
け
ど
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
今
は
ク
ラ

ウ
ド
コ
ン
ピ

テ

ン
グ
の
時
代
な
の
で

し

う
ね
。 S

kype

、D
ropbox

、E
vernote

と
い

た
数
え
き
れ
な
い
無
料
ウ

ブ
サ

ビ
ス
が
大
勢
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
勿

論
、iP

hone

セ
カ
イ
カ
メ
ラ
も
ト
ピ

ク
で

す
よ
ね
。
あ
、
そ
う
い
え
ばG

oogle

の
ス
ト

リ

ト
ビ

が
大
垣
で
使
え
る
よ
う
に
な

た
。
二
五
八
号
線
と
三
十
一
号
線
の
み
だ
け

ど
。
そ
の
他
、iP

ad

の
発
売
、
電
子
書
籍
の

今
後
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
。し
か
し
何
よ
り
も
、

Tw
itter

とU
S

T
R

E
A

M

の
利
用
者
増
大
が

コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
の
あ
り
方
を
大
き
く

変
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。『IA

M
A

S
 2010

』

も
ト

ク
イ
ベ
ン
ト
を
Ｕ
Ｓ
Ｔ
し
ま
し
た
ね
。

　

さ
て
、
ス
タ
ジ
オ
２
か
ら
は
四
名
が 

『IA
M

A
S

 2010

』
に
参
加
し
た
。
安
田
到 

『com
p

lex com
p

osition #3

』
は
メ
イ
ン

会
場
と
は
別
の
部
屋
で
の
上
演
だ

た
。
定
時

に
な
る
と
デ

ス
ク
ト

プ
画
面
が
プ
ロ
ジ

ク
シ

ン
さ
れ
て
作
者
自
ら
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
行
す
る
。
着
席
し
た
鑑
賞
者
は
作
者
の
気
配

を
感
じ
な
が
ら
そ
のA

U
D

IO
/V

IS
U

A
L

を
見

守
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
上
演
形
式
は
内
容
の

精
度
と
と
も
に
特
筆
す
べ
き
点
だ
ろ
う
。

　

松
本
直
祐
樹 

『
応
唱
』 

は 

P
・
ブ

レ

ズ

『
二
重
の
影
の
対
話
』
に
触
発
さ
れ
て
作
曲
さ

れ
た
六
台
の
マ
ル
チ
ス
ピ

カ

を
使
用
し
た

ク
ラ
リ
ネ

ト
独
奏
曲
だ
。
先
の
作
品
で
は
、

録
音
さ
れ
た
磁
気
テ

プ
の
再
生
音
と
演
奏
者

と
の

対
話

が
主
題
と
し
て
あ

た
が
、
本

作
品
で
は
演
奏
者
が
繰
り
返
し
行
う

サ
ン
プ

リ
ン
グ

を
作
曲
に
組
み
込
ん
で
い
る
。
緻
密

な
楽
譜
と
シ
ス
テ
ム
の
説
明
が
丁
寧
に
プ
レ
ゼ

ン
テ

シ

ン
さ
れ
て
い
て
好
感
が
持
て
た
。

　

高
橋
裕
は
ピ
ア
ノ
を
独
奏
し
た
。
こ
の 

『A
t 

the m
om

ent

』 

は
不
協
和
度
解
析
を
用
い
た

音
響
学
的
な
ア
プ
ロ

チ
か
ら
作
曲
さ
れ
て
い

る
。
鍵
盤
の
一
音
一
音
を
録
音
し
て
そ
れ
ら
の

組
み
合
わ
せ
が
生
み
出
す
響
き
を
解
析
し
た
の

だ
が
、
コ
ン
ピ

タ

作
曲
の
新
た
な
方
法

論
を
提
示
す
る
も
の
と
な

た
。
丁
寧
に
書
か

れ
た
論
文
も
印
象
深
い
。

　

松
島
俊
介
は 

『V
O

IC
E

-P
O

R
TR

A
IT

』
を

展
示
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ

ネ

ト
上
に

存
在
す
る
自
己
紹
介
映
像
を
素
材
と
し
た

自
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の
で
あ
る
。
彼
は
固
定
さ
れ
た
運
動
機
能
の
障

害
の
状
況
で
は
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
含
め

た
運
動
機
能
が
変
化
す
る
状
況
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
装
置
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
す

る
こ
と
で
簡
単
に
操
作
を
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
汎
用
デ
バ
イ
ス
を
考
え
た
。
展
示
は
観
客
が

実
際
に
触
る
こ
と
が
で
き
、
非
常
に
分
か
り
易

く
好
評
で
あ

た
。

　

坂
口
倫
祟
の
イ
ン
ス
タ
レ

シ

ン
作
品

『
邀
月yogetsu

』
は
、
間

に
対
す
る
文
献

研
究
を
踏
ま
え
、
隙
間
か
ら
射
し
込
む
月
の
光

に
注
目
し
た
作
品
で
あ
る
。
二
枚
の
板
の
わ
ず

か
な
隙
間
か
ら
漏
れ
る
光
源
と
い
う
微
妙
な
光

景
を
現
出
さ
せ
、
そ
こ
に
観
客
の
注
視
を
促
す

た
め
に
は
、
作
品
に
付
け
加
え
ら
れ
る
言
葉
以

上
に
、
様
々
な
試
行
錯
誤
や
細
心
の
演
出
が
必

要
と
さ
れ
る
。
今
回
の
大
胆
な
設
営
の
面
白
さ

を
よ
り
引
き
立
た
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う

し
、今
後
と
も
是
非
挑
戦
し
て
欲
し
い
と
思
う
。

に
向
け
て
パ
ン
フ
レ

ト
を
配
布
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
見
る
場
所
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
ラ
イ
ト
が
落
と
さ
れ
た
エ
リ
ア
で

見
る
こ
と
に
な
り
、
少
し
見
る
の
が
大
変
だ

た
と
い
う
の
が
印
象
で
す
。

　

こ
こ
数
年
電
子
ブ

ク
の
製
品
が
相
次
い

で
リ
リ

ス
さ
れ
て
お
り
、
最
近
で
はA

p
p

le

のiP
ad

で
も
話
題
を
呼
び
ま
し
た
。
そ
う
し

た
状
況
と
関
係
し
て
本
に
関
す
る
制
作
物
が
数

年
続
い
て
い
ま
す
。
書
籍
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

こ
と
で
容
易
に
可
能
と
な
る
書
籍
間
の
情
報
共

有
は
興
味
深
い
も
の
で
す
。
小
島
一
郎
君
の

『
本
脈
』
は
、電
子
書
籍
を
想
定
し
た
ア
ノ
テ

シ

ン
情
報
（
重
要
と
感
じ
た
文
章
や
フ
レ

ズ
の
内
容
と
そ
の
ペ

ジ
番
号
等
）
を
タ
グ
付

け
等
の
処
理
を
施
し
ネ

ト
ワ

ク
上
で
共
有

す
る
試
み
で
す
。
自
分
の
こ
れ
ま
で
読
ん
だ
書

籍
や
研
究
者
向
け
の
論
文
の
情
報
の
ア
ノ
テ

シ

ン
情
報
を
蓄
積
し
、
あ
と
か
ら
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
研
究
制
作
活
動
に
お
い
て

重
要
な
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
他
人
と
比
較
す
る

こ
と
で
、
例
え
ば
他
人
と
の
研
究
の
ア
プ
ロ

チ
の
仕
方
が
分
か
る
な
ど
様
々
な
効
果
を
期
待

で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
個
人
的
に
興
味
深
い
作
品
を
挙
げ

る
と
す
れ
ば
、
篠
田
尚
宏
君
の
『
B
T
S
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
』
で
す
。
こ
れ
は
ソ
フ
ト
開
発
に

お
い
て
重
要
な
ソ
フ
ト
の
テ
ス
ト
情
報
や
リ

リ

ス
後
の
バ
グ
情
報
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

で
、
動
作
中
に
発
生
し
た
様
々
な
バ
グ
・
症
状

や
、
動
作
環
境
な
ど
を
他
人
と
共
有
し
、
ソ
フ

ト
の
品
質
管
理
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
通

常
、
こ
れ
ら
は
必
要
な
情
報
を
共
有
す
べ
き

で
す
が
、
入
力
さ
れ
る
内
容
は
入
力
者
に
依

存
し
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
が
あ
り
ま
す
。

B
T
S
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
は
、
一
部
の
情
報

に
つ
い
て
は
自
動
生
成
さ
せ
る
こ
と
で
、
入
力

情
報
の
品
質
を
あ
る
レ
ベ
ル
に
保
と
う
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
情
報
は

漏
れ
な
い
よ
う
シ
ス
テ
ム
側
で
支
援
す
る
試
み

は
ソ
フ
ト
の
開
発
す
る
機
会
の
多
い
身
と
し
て

興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

　

以
上
の
二
点
は
情
報
共
有
と
い
う
視
点
か
ら

ピ

ク
ア

プ
し
た
作
品
の
一
部
で
す
が
、
普

段
の
生
活
と
ネ

ト
ワ

ク
が
シ

ム
レ
ス
に

接
続
す
る
環
境
が
整

た
現
在
、
今
後
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
共
有
す
る
情
報
や
そ
れ
を
扱
う
ソ
フ

ト
が
さ
ら
に
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。　
　

　

こ
こ
二
年
ほ
ど
Ａ
Ｎ
Ｄ
コ

ス
の
卒
業
制
作

は
比
較
的
ウ

ブ
系
の
シ
ス
テ
ム
や
ア
プ
リ

ケ

シ

ン
が
多
い
傾
向
だ

た
が
、
今
年
の

卒
制
作
品
は
ち

と
異
色
で
、iP

hone

系
・

ゲ

ム
系
・
ソ
フ
ト
ウ

ア
開
発
支
援
系
・
ウ

ブ
ア
プ
リ
系
と
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
る
作
品
形

態
と
な

た
。

　

相
磯
君
の
『iP

on

』
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｔ
コ

ス

の
山
本
君
と
共
同
制
作
し
た
も
の
で
、
Ａ
Ｎ
Ｄ

コ

ス
と
し
て
は
珍
し
くM

ac

系
のiP

hone

を
使

た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
使

た
こ
と
の
な
いM

ac

系
の
開
発
に
は
結
構
苦

労
し
た
よ
う
だ
。
し
か
も
今
回
の
作
品
は
実

際
に
酒
造
会
社
の
イ
ベ
ン
ト
に
使
用
す
る
た

め
、
そ
れ
に
耐
え
う
る
レ
ベ
ル
を
要
す
る
と
い

う
ハ

ド
ル
を
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
イ
ベ

ン
ト
前
日
ま
で
ギ
リ
ギ
リ
の
調
整
を
行

て
い

た
。
シ
ス
テ
ム
的
に
は
、
い
ろ
い
ろ
汎
用
性
に

富
む
構
成
と
な

て
い
る
。

　

荒
井
君
の
『
村
人
生
活
』
は
、
携
帯
電
話
向

け
の
ゲ

ム
で
、
複
数
の
ア
バ
タ

が
村
人
と

し
て
仮
想
の
村
の
中
で
の
生
活
を
ゲ

ム
的
に

　

今
年
は
ス
タ
ジ
オ
E
か
ら
の
卒
業
生
が
い
て

も
展
示
し
な
か

た
の
で
、
卒
業
制
作
展
に
参

加
し
て
味
わ

た
雰
囲
気
と
と
も
に
幾
つ
か
興

味
深
い
、
印
象
深
い
と
感
じ
た
内
容
に
つ
い
て

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
全
体
的
な
印
象
か
ら
。
今
年
は
壁
掛

け
が
必
要
な
作
品
が
多
か

た
せ
い
か
、
壁
に

よ

て
う
ま
く
エ
リ
ア
が
分
け
ら
れ
て
お
り
、

来
場
者
の
興
味
心
を
う
ま
く
掴
ん
で
い
た
気
が

し
ま
す
。
ラ
イ
テ

ン
グ
に
つ
い
て
も
う
ま
く

作
品
を
魅
せ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
、
展
示
空

間
と
し
て
は
う
ま
く
ま
と
ま

て
い
ま
し
た
。

た
だ
こ
れ
は
毎
年
の
こ
と
な
の
で
す
が
来
場
者
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の
混
成
的
使
用
や
重
層
的
使
用（
二
次
的
使
用
）

に
よ
る
作
品
制
作
・
表
現
活
動
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
使
用
す
る
メ
デ

ア
の
持
つ
特
性
や
限

界
、
歴
史
性
に
対
し
て
意
識
的
で
あ
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
る
。
コ
ン
ピ

タ
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ

て
従
来
の
表
現
メ
デ

ア
を
用

い
た
芸
術
表
現
の
可
能
性
が
再
発
見
さ
れ
浮
上

す
る
。
そ
の
深
さ
の
中
か
ら
こ
そ
新
た
な
表
現

が
出
現
す
る
と
い
う
期
待
の
も
と
に
、
こ
の
軸

が
あ
る
。
も
う
一
つ
の
軸
は
地
域
と
実
践
的
に

関
わ
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
企
画
実
践
を
他
者

を
巻
き
込
ん
だ
一
つ
の
表
現
活
動
と
と
ら
え
、

地
域
に
お
け
る
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
の
考
察

を
踏
ま
え
、
新
た
な
出
来
事
を
起
こ
す
こ
と
に

メ
デ

ア
表
現
と
し
て
の
価
値
を
見
い
出
す
と

い
う
視
点
が
そ
こ
に
あ
る
。
ス
タ
ジ
オ
４
メ
ン

バ

の
作
品
展
示
、
研
究
に
触
れ
る
。

　

塚
本
美
奈
の
写
真
作
品
『M

elting P
oint

』

は
、
写
真
と
い
う
メ
デ

ア
の
物
質
性
を
考
え

る
中
で
制
作
さ
れ
、
写
真
画
像
を
形
づ
く

て

い
る
イ
ン
ク
が
写
真
表
面
か
ら
溶
け
出
し
て
い

く
様
子
を
再
度
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
二
枚
組
写

真
と
し
て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
室
内
や
水

面
に
映
る
木
立
が
溶
け
出
し
て
い
く
美
し
く
不

思
議
な
感
覚
を
与
え
る
写
真
か
ら
は
、
写
真
メ

デ

ア
に
対
す
る
新
た
な
視
線
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

松
本
和
史
の
映
像
作
品
『
し
の
部
屋

room
 of 

L

』
は
、
具
体
詩
の
研
究
を
踏
ま

え
、
様
々
な
文
字
・
言
葉
の
画
像
を
作
者
の
居

住
す
る
室
内
に
プ
ロ
ジ

ク
タ

で
投
影
し
、

そ
れ
を
連
続
す
る
静
止
画
像
の
映
像
作
品
と
し

て
提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
化
さ
れ
た
声

が
、
室
内
に
散
乱
す
る
段
ボ

ル
箱
や
衣
服
、

家
具
や
天
井
に
反
響
す
る
。
そ
ん
な
一
種
独
特

の
風
景
が
、
映
像
に
は
現
れ
る
こ
と
の
な
い
不

在
の
住
人
の
姿
を
観
客
に
思
い
描
か
せ
る
。

　

大
田
祥
子
の
研
究
『
文
学
作
品
に
お
け
る
単

語
の
共
起
情
報
を
用
い
た
表
現
シ
ス
テ
ム
』は
、

コ
ン
ピ

タ
に
よ
る
小
説
か
ら
の
デ

タ
解

析
の
手
法
を
用
い
て
、
単
語
か
ら
構
成
さ
れ
る

立
体
物
を
つ
く
る
試
み
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら

最
終
形
態
と
し
て
の
モ
ビ

ル
は
展
示
さ
れ
な

か

た
が
、
単
語
と
単
語
が
接
近
し
、
ま
た
離

れ
て
い
く
と
い
う
具
体
的
な
動
き
の
効
果
は
、

作
者
の
意
図
を
越
え
て
解
析
と
い
う
手
法
の
限

界
か
ら
飛
び
出
る
面
白
さ
を
は
ら
ん
で
い
た
。

　

津
田
志
保
の
展
示
は
、
修
士
研
究
『
戦
国
歴

史
ま
つ
り
と
地
域
活
性
』
で
企
画
し
た
『
大
垣

×
戦
国
』
展
の
概
要
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
近

年
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る
『
戦
国
歴
史

ま
つ
り
』
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
を
単
に
一
過

性
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
地
域
に
根
づ
い
た

コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
の
可
能
性
を
探
る
も
の
で

あ
る
。
現
代
の
ま
つ
り
は
、
イ
ン
タ

ネ

ト

の
広
範
な
普
及
や
マ
ス
メ
デ

ア
と
無
縁
で
あ

る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
。
集
団
に
よ

る
表
現
行
為
と
し
て
、
ま
た
様
々
な
文
化
的
領

域
と
結
び
つ
く
装
置
と
し
て
、
新
た
な
ま
つ
り

の
再
構
築
が
期
待
さ
れ
る
。

　

古
川
浩
一
の
展
示
は
、
修
士
研
究
『
対
話
と

創
造
―
青
年
海
外
協
力
隊
と
国
際
理
解
教
育
の

連
携
の
可
能
性
』
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
岐
阜

県
の
小
中
学
校
で
実
施
し
た
『
現
地
か
ら
出
前

講
座
』
の
活
動
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
彼
の
研

究
は
、
世
界
各
地
に
出
向
い
て
行
わ
れ
て
い
る

海
外
青
年
協
力
隊
（
J
I
C
A
）
の
活
動
を
、

国
内
の
小
中
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
国
際
理
解

教
育
に
生
か
す
手
法
を
構
築
す
る
こ
と
に
あ

る
。
特
に
安
価
で
簡
易
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
映

像
を
使

た
交
流
学
習
と
そ
の
実
践
例
が
今
後

の
国
際
交
流
教
育
に
新
た
な
視
点
を
切
り
開
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

田
中
健
司
の
修
士
研
究
『
高
齢
者
の
身
体
機

能
回
復
に
向
け
たiP

hone

の
活
用
と
可
能
性
』

は
、iP

hon e

の
よ
う
な
汎
用
的
な
携
帯
デ
バ

イ
ス
の
福
祉
器
具
へ
の
利
用
可
能
性
を
探
る
も

S
tu

d
io

 4

安
藤 

泰
彦 

教
授

す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
で
し

う
。
こ
の

図
書
館
の
建
築
は
、
ア
イ
デ
ン
テ

テ

が
不

明
な
コ
レ
ク
タ

の
複
雑
な
脳
の
構
成
に
基
づ

き
パ
タ

ン
を
作
る
も
の
と
し
て
、
知
識

を
考
え
直
す
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
彼
の
研
究

は
、
空
間
的
に
外
挿
し
た
イ
ン
タ

フ

イ
ス

の
可
能
性
を
中
心
に
、
ロ

カ
ル
な
期
待
と
経

験
に
関
す
る
請
求
、
ト
ポ
ロ
ジ

や
ク
ロ
ノ
ロ

ジ

の
悠
遠
を
繋
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ロ

ラ

ス
ケ

ト
に
付
け
ら
れ
た
加
速
時

計
を
ベ

ス
に
し
た
君
塚
史
高
の
プ
ロ
ジ

ク

ト 

は
、
非
常
に
現
実
的
な
研
究
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
我
々
と
現
実
と
の
繋
が
り
の
、
更
な

る
抽
象
的
な
本
質
を
把
握
し
利
用
し
よ
う
と
す

る
研
究
で
す
。
こ
の
課
題
は
上
記
の
二
つ
の
プ

ロ
ジ

ク
ト
の
背
景
で
も
あ
り
ま
し
た
。
新
し

く
で
き
た
電
気
自
動
車
な
ど
の
中
で
は
、
こ
れ

ま
で
慣
れ
て
き
た
五
感
へ
の
フ

ド
バ

ク

が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い

た
空
間
で

加
速
を
測
り
デ

タ
を
可
視
化
し
、
新
し
い

フ

ド
バ

ク
を
作
り
ま
す
。
こ
の
可
視
化

し
た
デ

タ
は 

我
々
の
世
の
中
に
お
け
る
存

在
を
改
善
し
た
り
抑
制
し
た
り
す
る
た
め
の
デ

ザ
イ
ン
の
ノ

ト
と
し
て
考
え
ら
れ
る
で
し

う
。

　

こ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
中
で
、
こ
の
先

卒
業
生
に
は
イ
ン
タ

フ

イ
ス
デ
ザ
イ
ナ

と
し
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
、
工
学
者
と
設
計

者
の
両
方
の
立
場
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ジ
オ
４
の
研
究
や
作
品
制
作
は
非
常
に

バ
ラ
エ
テ

に
富
ん
で
い
る
が
、
大
き
な
軸
は

二
つ
あ
る
。
一
つ
の
軸
は
、
様
々
な
メ
デ

ア

（
写
真
・
文
字
・
映
像
・
音
響
・
オ
ブ
ジ

）
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シ
ミ

レ

シ

ン
す
る
も
の
で
あ
る
。
最

近
の
画
像
が
当
た
り
前
の
ゲ

ム
と
異
な
り
、

ゲ

ム
の
展
開
が
テ
キ
ス
ト
ベ

ス
な
の
で
、

村
の
生
活
環
境
や
状
況
を
自
分
の
頭
の
中
で
展

開
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
人
に
よ

て

ゲ

ム
の
世
界
観
や
イ
メ

ジ
が
微
妙
に
異
な

る
と
い
う
独
特
の
面
白
さ
が
隠
れ
て
い
る
。

　

篠
田
君
の
『
B
T
S
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
』
は
、

ソ
フ
ト
ウ

ア
開
発
支
援
の
た
め
の
作
品
で
、

ソ
フ
ト
ウ

ア
開
発
時
の
デ
バ

ク
作
業
に
関

わ
る
当
事
者
で
な
い
と
そ
の
便
利
さ
が
理
解
し

に
く
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
ソ
フ
ト

ウ

ア
開
発
上
の
便
利
ツ

ル
は
一
般
う
け
し

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
意
味
、
玄
人
う

け
す
る
作
品
で
あ
り
、
便
利
ツ

ル
を
集
め
て

公
開
す
る
と
ニ

チ
領
域
で
は
意
外
と
反
響
が

出
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

波
多
野
君
の
『
そ
こ
カ
モ
』
は
、
忘
れ
物
を

し
た
と
き
の
気
付
き
を
促
す
作
品
で
、
日
常
生

活
の
中
で
起
こ
る

忘
れ
る

と
い
う
行
為
に

対
し
て
、
シ
ス
テ
ム
的
な
ア
プ
ロ

チ
を
試
み

た
も
の
で
あ
る
。
自
分
だ
け
で
は
思
い
付
か
な

い
と
き
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
ち

と
し
た
ア

ド
バ
イ
ス
が

思
い
出
す

た
め
の
き

か
け

に
な
る
。
今
後
、
忘
れ
物
デ

タ
ベ

ス
の
充

実
と
『
そ
こ
カ
モ
』
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
最
適
化

に
よ
り
ウ

ブ
上
で
思
わ
ぬ
展
開
が
あ
る
カ
モ
!?

　

一
年
次
に
卒
展
を
手
伝
わ
な
か

た
代
ほ

ど
、
自
分
た
ち
の
卒
展
に
一
年
生
を
手
伝
わ
せ

よ
う
と
す
る
妙
な
伝
統
が
あ
る
。

　

先
輩
を
敬
う
気
持
ち
は
無
く
と
も
、
翌
年
自

分
が
作
品
を
設
置
す
る
で
あ
ろ
う

現
場

を

下
見
す
る
気
持
ち
は
大
事
だ
と
思
う
。

　

信
長
像
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
様
々
な
要
因
か

ら
、
ソ
ピ
ア
ホ

ル
は
作
品
を
見
せ
る
場
所
と

し
て
は
珍
し
い
ほ
ど
癖
の
あ
る
空
間
で
あ
る
た

め
、
展
示
経
験
が
少
な
い
学
生
に
と

て
は
仕

上
が
り
を
予
想
し
に
く
い
。
搬
入
し
て
み
て
初

め
て
想
定
し
て
い
た
設
置
方
法
が
通
用
せ
ず
、

慌
て
て
対
応
策
を
練
る
姿
も
毎
年
恒
例
と
な

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
で
一
年
生
が
巻
き
込

ま
れ
て
い
る
様
子
は
良
い
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

る
。
次
の
年
へ
ノ
ウ
ハ
ウ
の
引
き
継
ぎ
が
上
手

く
出
来
て
な
い
と
言
わ
れ
る
も
の
の
、
出
来
上

が
る
展
覧
会
は
年
を
追
う
ご
と
に
洗
練
さ
れ
て

い

て
い
る
印
象
は
あ
る
。

　

今
回
は
（
お
そ
ら
く
）
歴
代
で
最
も
壁
が
広

い
卒
展
会
場
だ

た
。
訪
れ
た
人
は
ダ
ン
ジ

ン
を
突
き
進
み
な
が
ら
全
作
品
を
鑑
賞
し
て
回

る
こ
と
が
可
能
だ
。
作
品
の
バ
リ
エ

シ

ン

の
多
さ
に
浸
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
見
応
え
の

あ
る
展
覧
会
に
仕
上
が

て
い
た
の
で
は
無
い

だ
ろ
う
か
。

　

Ｃ
Ｇ
Ｉ
コ

ス
の
映
像
作
品
に
関
し
て
い
え

ば
、
今
年
は
ス
ク
リ

ン
上
映
方
式
で
は
な
く

ブ
ラ
ウ
ン
管
モ
ニ
タ

と
ヘ

ド
フ

ン
で
の

発
表
と
な

た
。
作
品
の
尺
や
鑑
賞
の
し
や
す

さ
を
考
え
て
の
方
法
だ
と
思
う
が
、
こ
れ
だ
け

数
多
く
の
映
像
表
現
と
視
聴
方
式
が
あ
る
現
状

で
、
全
員
が
こ
の
モ
ニ
タ

上
映
が
自
作
品
に

最
適
だ
と
判
断
し
た
こ
と
は
若
干
残
念
に
思
え
た
。

　

し
か
し
、
解
像
感
と
ク
オ
リ
テ

を
求
道
す

る
よ
う
な
映
像
作
品
と
は
逆
に
、YouTub

e

や
ニ
コ
ニ
コ
動
画
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

な
、
気
軽
さ
を
質
よ
り
重
視
し
た
映
像
。
そ
う

い

た
映
像
体
験
が
最
も
身
近
で
あ
り
、
目
指

す
べ
き
も
の
、
と
感
じ
て
い
る
新
し
い
世
代
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

Ｃ
Ｇ
Ｉ
の
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
れ
ま
で
の
活

動
を
知

て
い
る
た
め
、
卒
業
作
品
の
み
で
印

象
を
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
か

た
。
た
だ
卒

業
作
品
を
観
て
全
員
に
共
通
す
る
点
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
彼
ら
が
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
に
入
学
し
て
初

め
て
取
り
組
ん
だ
課
題
作
品
、
そ
れ
と
根
底
に

流
れ
る
制
作
姿
勢
が
全
く
変
わ

て
な
い
と
い

う
点
が
作
品
に
表
れ
て
来
て
興
味
深
か

た
。

　

こ
れ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
風
の
原
石
と
す
る

か
、
二
年
で
は
成
長
し
き
れ
な
か

た
と
取
る

か
は
ま
だ
ま
だ
判
ら
な
い
。
そ
れ
を
判
断
す
る

為
に
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
卒
業
後
の
活
躍
を
何
か
の
機

会
で
見
れ
る
こ
と
を
と
て
も
期
待
し
て
い
る
。

　

毎
年
の
こ
と
だ
が
、
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
の
卒
業
制

作
は
奥
が
深
い
。
分
野
も
年
齢
も
別
々
の
多
様

な
人
間
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
興
味
が
い
ろ

い
ろ
な
方
向
を
向
い
て
い
る
。
そ
れ
が
い
い
意

味
で
相
互
に
刺
激
し
合

て
奥
が
深
く
な
る
の

だ
ろ
う
。

　

Ｄ
Ｉ
Ｔ
コ

ス
の
作
品
に
目
を
向
け
て
み
る

と
、加
納
愛
実
の
『favorite

』
は
実
物
の
チ

コ
ミ
ン
ト
は
使
わ
ず
に
、
そ
れ
で
い
て
チ

コ

ミ
ン
ト
と
い
う
も
の
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
も

ら
う
か
を
考
え
作
り
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
た
ど
り
つ
い
た
面
白
い
作
品
で
あ
る
。

　

田
中
佐
季
の
『
根
』
は

根

と
い
う
も
の

を
半
年
間
調
査
し
続
け
、
そ
の
結
果
を
髪
の
毛

と
い
う
別
の
メ
デ

ア
に
投
影
し
た
意
欲
的
な

作
品
だ
。

　

南
谷
朱
美
の
『
沈
み
浮
く
』
は
水
た
ま
り
と

い
う
普
段
見
慣
れ
て
は
い
る
が
と
て
も
儚
く
不

安
定
な
存
在
に
着
目
し
、
そ
の
繊
細
さ
の
表
現

に
挑
戦
し
た
作
品
で
あ
る
。

　

林
佐
織
の
『
デ
ジ
タ
ル
サ
ク
ト
ウ
』
は
酒
造

D
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u

rs
e
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メ

カ

と
の
コ
ラ
ボ
レ

シ

ン
と
し
て
日

本
酒
に
魅
力
を
見
い
出
す
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な

工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
投
入
さ
れ
た
作
品
で
、
他

者
と
の
コ
ラ
ボ
レ

シ

ン
や
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
の
難
し
さ
に
挑
戦
し
た
。

　

藤
元
翔
平
の
『A

ni

ピ

ス
を
使

た
動

物
形
態
表
現
の
手
法
の
研
究

』
は
自
身
の

Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
内
で
の
制
作
の
経
験
を
踏
ま
え
、

そ
れ
を
昇
華
さ
せ
、
自
身
の
頭
の
中
で
考
え
た

こ
と
を
実
践
に
移
し
た
意
欲
的
か
つ
完
成
度
の

高
い
作
品
で
あ
る
。

　

三
宅
太
門
の
『S

C
E

N
E

』
は
オ
ノ
マ
ト
ペ

と
い
う
曖
昧
か
つ
主
観
性
の
高
い
言
葉
を
ビ

ジ

ア
ラ
イ
ズ
す
る
た
め
に
自
身
で
言
葉
を
選

択
し
、
リ
サ

チ
を
か
け
、
そ
の
結
果
を
元
に

制
作
を
す
る
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
ワ

ク
の
原
点

を
守
り
な
が
ら
も
、
と
て
も
面
白
い
結
果
を
生

み
出
し
た
。

　

山
本
高
司
の
『iP

on 

酒
蔵
開
放
イ
ベ
ン

ト
を
サ
ポ

ト
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
開
発
と

イ
ベ
ン
ト
運
営

』
は
本
来
、
展
示
や
表
示
な

ど
の
機
能
実
装
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
酒
蔵

に
て
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
や
状
態
を
壊
さ
な
い

よ
う
に
し
つ
つ
も
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
有
効

な
展
示
が
で
き
る
の
か
を
考
え
た
新
し
い
試
み

で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
Ｄ
Ｉ
Ｔ
コ

ス
だ
け
を
見
て

も
、
非
常
に
多
様
で
あ
る
。
ま
た
、
単
に
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
「
い
い
も
の
が
作
れ
る
の
か
」

を
じ

く
り
と
考
え
た
作
品
が
多
か

た
よ
う

に
思
う
。

　

そ
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
は

調
査

に
非
常

に
時
間
を
か
け
て
い
る
。
何
か
を
制
作
す
る
際

に
行
う

調
査
、
こ
れ
は
そ
の
制
作
の
場
合

に
よ
る
こ
と
が
多
い
が
、
一
般
的
に
は
と
て
も

大
切
で
あ
る
。
こ
の
調
査
に
時
間
を
か
け
、
そ

の
作
品
の
制
作
の
意
味
や
重
要
性
の
認
識
を
自

践
と
考
察
に
あ
り
、
従
来
の
工
業
製
品
的
な
制

作
プ
ロ
セ
ス
が
個
人
の
領
域
で
行
な
わ
れ
る
時

に
、何
を
提
案
し
得
る
の
か
を
模
索
し
て
い
た
。

従

て
そ
れ
が
作
家
本
人
だ
け
で
な
く
、
よ
り

広
く
社
会
へ
の
訴
求
力
と
な
る
か
否
か
が
注
目

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

時
里
充
の
『W

hat could
 have or can 

hap
p

en?

』
は

路
上
に
落
ち
て
い
る
も
の
・

忘
れ
ら
れ
て
い
る
も
の

に
白
い
テ

プ
で

マ

キ
ン
グ
す
る
行
為
を
、
数
十
枚
の
写
真
と

記
録
ビ
デ
オ
に
よ

て
展
示
し
て
い
た
。
そ
の

よ
う
な
行
為
こ
そ
が
主
体
で
あ
る
と
い
う
の
が

作
家
の
弁
だ
が
、
展
示
す
る
記
録
物
か
ら
何
を

伝
え
得
る
の
か
に
苦
心
し
た
に
違
い
な
い
。
そ

れ
は
技
巧
的
な
雄
弁
さ
に
は
ほ
ど
遠
く
、
む
し

ろ
、
朴
訥
と
し
た
ぎ
こ
ち
な
さ
が
目
立

て
い

た
。
そ
こ
で
、
モ
チ

フ
で
あ
る
路
上
の
忘
却

物
と
の
同
質
性
を
展
示
に
も
与
え
て
い
た
と
勘

ぐ
り
た
く
な
る
が
、
そ
れ
を
問
う
の
は
野
暮
な

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ｄ
Ｓ
Ｐ
コ

ス
で
作
り
出

さ
れ
る
も
の
は
、
枠
組
み
と
し
て
の
ギ

ラ

リ

的
な
展
示
に
収
ま
ら
ず
、
展
示
物
が
作
品

そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、

与
え
ら
れ
た
環
境
と
機
会
を
最
大
限
に
活
用
す

べ
く
奮
闘
し
た
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。
三
人
の

作
家
が
二
年
間
の
紆
余
曲
折
を
経
て
結
実
さ
せ

た
作
品
が
、
同
時
に
次
な
る
ス
テ

プ
へ
の
鼓

動
と
し
て
脈
打

て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
た

展
覧
会
で
あ

た
と
思
う
。

　

今
年
の
卒
業
制
作
展
に
は
Ｄ
Ｓ
Ｐ
コ

ス
か

ら
三
つ
の
作
品
が
出
展
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
イ
ト
ウ
ユ
ウ
ヤ
の
『C

ell # 00

』
は

イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ブ
な
パ
フ

マ
ン
ス
の
た

め
の
映
像
装
置
、
円
形
の
砂
場
に
水
道
管
を
突

き
立
て
、
バ
ル
ブ
を
回
す
と
蛇
口
か
ら
流
れ
る

よ
う
に
映
像
が
広
が
る
と
い
う
も
の
。
位
置
検

出
の
た
め
に
画
像
解
析
が
、
バ
ル
ブ
の
開
閉
量

の
検
出
の
た
め
に
回
転
セ
ン
サ

が
使
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
技
術
的
特
徴
よ
り
も
誇

張
さ
れ
た
蛇
口
や
赤
い
バ
ル
ブ
の
キ

チ

さ
や
、
作
家
自
身
に
よ
る
演
劇
的
な
デ
モ
ン
ス

ト
レ

シ

ン
が
光

て
い
た
。
そ
し
て
、
こ

の
作
品
は
よ
り
大
き
な
パ
フ

マ
ン
ス
の
一

部
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
と
言
う
。
次
年
度

に
研
究
生
と
し
て
継
続
し
て
制
作
す
る
こ
と
に

な
る
、
そ
の
成
果
に
期
待
し
た
い
。

　

北
村
穣
は
『form

. / D
esign +

 P
ersonal

fab
rication

』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
に
、

ア
ク
リ
ル
板
か
ら
レ

ザ

カ

タ

に
よ

て
切
り
出
し
たiP

hone

用
の
ケ

ス
や
ス
タ

ン
ド
な
ど
を
展
示
し
た
。
そ
れ
ら
は
高
い
完
成

度
を
持

て
お
り
、
そ
の
ま
ま
店
頭
に
並
べ
て

も
何
ら
違
和
感
が
な
い
。
た
だ
し
作
家
の
主
眼

は
パ

ソ
ナ
ル
・
フ

ブ
リ
ケ

シ

ン
の
実

身
の
頭
の
中
で
十
分
に
深
め
た
上
で
制
作
を

行

た
の
で
、
作
品
が
こ
の
よ
う
に
重
厚
に

な

た
と
私
は
感
じ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
制
作
を
踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら

も
「
自
身
の
作
品
は
世
の
中
で
何
な
の
か
？
」

と
い
う
こ
と
を
じ

く
り
考
え
て
、
い
ろ
い
ろ

と
面
白
い
制
作
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　

D
S

P
 C

o
u

rs
e

赤
松 

正
行 

教
授

教員レビュー Voices of Faculty



付
録

Extra



　
I
A
M
A
S
の
卒
展
は
全
学
生
が
実
行

委
員
と
な
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
と
大
学
院
の

二
つ
の
学
校
が
協
力
し
、
学
生
の
手
で
一

つ
の
卒
展
を
つ
く
り
あ
げ
る
の
が
伝
統
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
卒
展
『IAM

AS 2010

』
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
つ
な
げ
る
で
し
た
。「
つ
な

が
る
の
で
は
な
く
つ
な
げ
る
と
い
う
能
動

性
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
実
行
委
員
長
は
語
り

ま
し
た
。

　「
卒
展
は
I
A
M
A
S
で
の
最
終
的
な

成
果
発
表
の
場
と
い
う
ゴ
ー
ル
で
あ
り
、

次
の
展
開
へ
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
」
と
い

う
思
い
の
も
と
掲
げ
た
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
は
多
く
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

鑑
賞
者
と
作
品
（
作
家
）
を
つ
な
げ
る
・

卒
業
後
の
展
開
に
つ
な
げ
る
・
ノ
ウ
ハ
ウ

を
在
校
生
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
様
々
な
つ

な
げ
る
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。

　
実
行
委
員
会
の
構
成
に
も
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
な
げ
る

相
手
に
案
内
・
招
待
す
る
広
報
班
、
つ
な

が
り
や
す
く
案
内
・
演
出
す
る
当
日
運
営

班
、
作
品
と
鑑
賞
者
を
つ
な
げ
る
場
を
つ

く
る
設
営
班
・
サ
イ
ン
班
な
ど
、
つ
な
げ

る
卒
展
を
実
現
す
る
た
め
に
工
夫
を
重
ね

ま
し
た
。
そ
ん
な
『IAM

AS 2010

』
実

行
委
員
会
の
活
動
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

つ
な
げ
る
卒
展
の
実
現

　

アカデミー
卒業制作
構想発表 発足代表者会議

代表者会議

プロポーサル
シート
（1回目）

出展作品の使用する機
材・照明の明るさ・展示
物のサイズ等を把握す
るために出展者全員に
配布するアンケート
シート。

使用機材
確認シート
提出期限

展示台
ヒアリング

フリー
ペーパー地元広報

掲載候補
交渉

デザイン
草案提出
Ⅰ

卒たん!
開設 年刊

イアマス
増刊号

「誰が何を担当している
のか」を皆に共有しても
らうための顔写真付き
の名簿。

アカデミー
中間発表プロポーサル

シート
（2回目）

大学院
本審査 フライヤー

仕様書
提出期限

パンフレット
仕様書
事務局提出

消耗品
報告期限Ⅰ

フライヤー
初入稿

公式web
オープン

会場視察

フライヤー
最終入稿

DM発送先
聴取期限 消耗品

納品Ⅰ

消耗品
納品Ⅱ消耗品

報告期限Ⅱ

フライヤー
納品

大学院
修士論文審査

アカデミー
卒業制作発表

アカデミー
卒業制作
展示

印刷物
最終確認

代表者会議

大学院
修士論文発表

委
員
長

卒展決起集会
展示台
塗装・修復

サイン
データ
印刷

搬入設営

卒展

「つなげる」

卒展コンセプト構想
10月11月

12月

1月

2月

127 126

I
A
M
A
S
 
2
0
1
0

実
行
委
員
会

つ
な
げ
る
卒
展
：
活
動
の
流
れ



つなげる空間を設計

設営班

執行部

つなげる組織を運営

デザイン
班

つなげるイメージを
ビジュアル化

アーカイブ
班

未来へつなげる記録

広報班

外部の方と
『IAMAS 2010』をつなげる

来場者と『IAMAS 2010』を
つなげるもてなしを企画・運営

当日運営
班

情報管理

委員会の中心として各班と全体をつなげて組織を運営す
る。また執行部の委員長・副委員長以外のメンバーには
それぞれ情報管理・進行管理・書記の役割があり、組織
の運営を円滑にさせた。

委員長

書記進行管理 副委員長

コンセプトの提案

作品と来場者をつなげる
誘導サインのデザイン・制作

サイン班

執行部

つ
な
げ
る
卒
展
：
活
動
内
容

作品スタジオ撮影

卒展の記録を今後に残すため、出展者出展者の作品・イ
ベント等をスチル・ビデオで記録する。また卒展に向け
て『IAMAS 2010 tumblr』を開設・運営する。

『IAMAS 2010 tumblr』展示作品撮影

会場の構成を計画し、設営業者と打ち合わせしながら会
場を設営。全出展者から情報を集め、使用する機材・照
明プランをまとめて会場全体の電力を計算する。

照明・ネットワーク・消費電力計画 展示台補修 展示会場構成計画

＊「「咲楽」」2月号　 （（1月20日発行））

＊「「Wao!」」2月号　 （（1月25日発行））

＊「「GIFUTO」」2月号　（（1月20日発行）

雑誌掲載

ポスター・DMを外部に郵送・掲示の手配を行い、美術
系ポータルサイトや地元のフリーペーパーへ情報の掲載
を依頼する。
DM発送作業

デザイン班の制作したメインビジュアルをもとに、鑑賞
者を案内するための誘導サインや作品のキャプションな
どを計画・デザイン・制作・設置する。

カフェカウンター作品キャプション受付カウンター

『IAMAS 2010』メインビジュアルのデザインと広報物
のデザイン・制作を行い、つなげる卒展全体の雰囲気を
つくる。

『IAMAS 2010』ウェブサイト『IAMAS 2010』メインビジュアル

来場者への対応を行う受付・カフェのスタッフマニュア
ルを作成する。また期間中行うイベントの企画・運営
を行い、卒展を盛り上げる。

イベントカフェの運営

広報班デザイン班

アーカイブ班サイン班

当日運営班 設営班

＊サウンドイベント　　（→P.110）
＊口頭発表　　　　　　（→P.112）
＊トークイベント　　　（→P.113）
＊ギャラリーツアー　　（→P.116）

129 128



準
備
段
階
か
ら
展
示
風
景
、
更
に
は
休
憩

や
打
ち
上
げ
の
様
子
ま
で
も
が
投
稿
さ
れ
、

『IA
M

A
S

 2010

』
の
本
当
の
姿
が
分
か
る

メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
て
い
た
。（
現
在
は
凍
結
）

ユ
ー
ザ
ー
が
〝
ツ
イ
ー
ト
〞
と
言
わ
れ
る

百
四
十
文
字
以
内
の
短
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

投
稿
す
る
事
で
ゆ
る
い
つ
な
が
り
が
発
生

す
る
、
ブ
ロ
グ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
チ
ャ
ッ
ト

の
中
間
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

サ
ー
ビ
ス
。
特
定
の
相
手
を
〝
フ
ォ
ロ
ー
〞

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
相
手
の
ツ
イ
ー
ト

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
閲
覧
し
た
り
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
返
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
〇
一
〇
年
七
月
現
在
、
世
界
一
〝
フ
ォ

ロ
ワ
ー（
自
分
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
人
）〞

が
多
い
人
は
歌
手
の
ブ
リ
ト
ニ
ー
・
ス
ピ

ア
ー
ズ
で
あ
り
、
現
在
五
百
万
人
に
フ
ォ

ロ
ー
さ
れ
て
い
る
。『IA

M
A

S
 2010

』
で

は
、
関
連
情
報
や
雑
誌
へ
の
掲
載
情
報
な

ど
の
公
式
情
報
が
ツ

イ
ー
ト
さ
れ
、
外
部
へ

の
情
報
発
信
手
段
の
一

つ
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
た
。

                         　

↓
関
連
作
品
【
16
】

年
度
始
め
に
配
ら
れ
る
新
入
生
の
顔
写
真
が

入
っ
た
学
内
名
簿
を
指
す
。
学
生
有
志
で
制

作
さ
れ
、
そ
の
年
度
に
よ
っ
て
某
コ
ミ
ッ
ク

誌
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
り
T
シ
ャ

ツ
が
付
い
て
い
た
り
と
制
作
者
の
ス
タ
イ
ル

が
大
き
く
反
映
さ
れ
る
。
増
刊
号
は
、「
誰

が
何
を
担
当
し
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と

を
皆
に
知
っ
て
も
ら
い
、
共
有
し
て
も
ら
う

為
に
制
作
さ
れ
た
。

二
十
世
紀
中
盤
よ
り
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
、
芸
術
表
現
に
新
し
い
技
術
的

発
明
を
利
用
す
る
、
も
し
く
は
新
た
な
技

術
的
発
明
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
芸
術

の
総
称
的
な
用
語
。
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
メ
デ
ィ

ア
ア
ー
ト
を
専
門
と
す
る
学
校
で
あ
り
、

卒
展
は
ま
さ
に
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
宝
石

箱
で
あ
る
。

動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
。
動
画
視
聴
者
と
の

チ
ャ
ッ
ト
機
能
や
、
視
聴
者
か
ら
の
投
稿

を
受
け
付
け
る
機
能
な
ど
が
あ
り
、
個
人

単
位
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
発
信
で

き
る
と
い
う
点
で
人
気
を
博
し
て
い
る
。

元
々
は
イ
ラ
ク
戦
争
中
に
米
国
か
ら
派

遣
さ
れ
た
兵
士
と
そ
の
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
生
ま
れ
、
ラ

イ
ブ
ビ
デ
オ
サ
ー
ビ
ス
の
先
駆
け
と
な
り

政
界
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
業
界
、
技

術
分
野
で
大
き
な
躍
進

を
見
せ
た
。『IA

M
A

S
 

2010

』
で
は
決
起
集

会
や
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
・
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
・
会
場
内
の

様
子
の
放
送
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
。
動
画
フ
ァ
イ
ル
を
無

制
限
に
無
料
で
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
、
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
る
。『IA

M
A

S
 2010

』

で
は
会
場
の
下
見
風
景
の
動
画
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
、
下
見
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
学
生

に
は
会
場
の
雰
囲
気
を

掴
ん
で
も
ら
い
、
同
時

に
外
部
の
方
に
は
ど
の

よ
う
な
場
所
で
卒
展
を

行
う
の
か
と
い
う
事
を

知
っ
て
も
ら
っ
た
。

↓
関
連
作
品
【
16
】

学
び
や
創
造
、
問
題
解
決
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
手
法
で
あ
る
。
参
加
者
が
自
発
的
に

作
業
や
発
言
を
行
え
る
環
境
が
整
っ
た
場

に
お
い
て
、〝
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
〞
と
呼

ば
れ
る
司
会
進
行
役
を
中
心
に
、
参
加
者

全
員
が
体
験
す
る
も
の
と
し
て
運
営
さ
れ

る
形
態
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
。会
場
は
公
共
ホ
ー

ル
や
、
ス
タ
ジ
オ
・
美
術
館
・
カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
・
ビ
ル
の
一
室
・
学
校
の
教
室

を
利
用
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

↓
関
連
作
品
【
60
・
84
】

　

Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
用
語
集
に
つ
い
て
は
、
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

　
　
　
　
（
フ
リ
ー
百
科
事
典
）
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

Tw
itter

年
刊
イ
ア
マ
ス
増
刊
号

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト

U
STREAM

YouTube

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

131 130

日
本
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
市
場
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
、ア
ッ
プ
ル
社
製
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
。
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
主
体
と
し
、

マ
ル
チ
タ
ッ
チ
な
ど
新
し
い
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
イ
ス
が
特
徴
。

Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
で
は
人
気
ア
プ
リ
『
セ
カ
イ

カ
メ
ラ
』
の
作
者
で
あ
る
赤
松
教
授
を
中

心
に
、iP

ho
ne

を
利
用
し
た
作
品
・
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
数
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
学
生
のiP

ho
ne

所
有
率
は
六
割

を
超
え
て
お
り
、
誰
か
のiP

ho
ne

に
着

信
が
あ
る
と
そ
の
場

に
い
る
数
人
が
一
斉

に
自
分
のiP

ho
ne

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と

い
う
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
な

ら
で
は
の
現
象
も
起

き
て
い
る
。

　

↓
関
連
作
品
【
38
・
90
・
94
】

一
九
七
〇
年
代
以
降
に
一
般
化
し
た
現
代

美
術
に
お
け
る
表
現
手
段
・
ジ
ャ
ン
ル
。

〝
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
〞
と
は
元
々
〝
設

置
〞
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
物
体
・

映
像
・
音
楽
等
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
空
間
全
体
を
作
品
と
し
て
体
験
さ
せ
、

鑑
賞
者
が
そ
の
体
験
方
法
を
ど
の
よ
う
に

変
化
さ
せ
る
か
を
要
点
と
す
る
手
法
で
あ

る
。
鑑
賞
者
は
空
間
と
い
う
作
品
そ
の
も

の
に
包
ま
れ
る
た
め〝
見
る
〞だ
け
で
な
く
、

五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
そ
の
作
品
を
〝
体

験
〞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

身
近
な
例
と
し
て
、
演
劇
・
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
日
本
庭
園
な
ど
が
あ
る
。

↓
関
連
作
品【
18
・
24
・
40
・
42
・
64
・ 

78
・

102
】

ウ
ェ
ブ
ブ
ラ
ウ
ザ
を
利
用
し
て
ウ
ェ
ブ

サ
ー
バ
上
の
ハ
イ
パ
ー
テ
キ
ス
ト
文
書
を

書
き
換
え
る
シ
ス
テ
ム
の
一
種
。『IA

M
A

S
 

2010

』
で
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ロ
グ
の
共
有

な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
た
。

　

神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
本
社
を
置
く
ウ
ェ

ブ
制
作
会
社
。
愛
称
は『
面
白
法
人
カ
ヤ
ッ

ク
』。
他
社
に
は
無
い
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ザ
イ

ン
や
サ
ー
ビ
ス
が
特
徴
。
自
社
で
も
数
々

の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
す
る
ほ
か
、

絵
画
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
フ
ェ
の
経
営
も
行
っ
て

い
る
。
給
料
を
サ
イ
コ
ロ
を
振
っ
て
決
め

る
〝
サ
イ
コ
ロ
給
〞
や
、
新
卒
説
明
会
を

代
々
木
体
育
館
貸
し
切
り
で
行
う
な
ど
社

内
制
度
・
行
事
も
面
白

い
会
社
。
代
表
取
締

役
の
柳
澤
大
輔
氏
は
、

『IA
M

A
S

 2
0

1
0

』

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
ゲ

ス
ト
で
あ
る
。

黒
猫
。
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ
の
ア
イ
ド
ル
。

飼
い
猫
で
は
な
く
数
年
前
か
ら
住
み
着
い

て
い
る
野
良
猫
だ
が
、
I
A
M
A
S
生
か

ら
の
愛
さ
れ
度
は
半

端
で
は
な
く
、
学
内

に
は
く
ろ
ろ
の
餌
購

入
費
を
募
る
〝
猫
募

金
〞
ま
で
存
在
す
る
。

卒
展
の
概
要
説
明
・
学
生
の
気
合
い
注
入

の
た
め
に
行
わ
れ
た
学
内
で
の
全
体
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
。〝
決
起
〞
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で

伝
え
る
べ
く
鎧

よ
ろ
い
か
っ
ち
ゅ
う

甲
冑
を
身
に
着
け
た
委
員

長
が
、
当
日
ス
タ
ッ
フ
の
一
年
生
に
向
け

て
時
の
声
を
あ
げ
る
代
わ
り
に
『IA

M
A

S
 

2010

』
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
こ
の
決

起
集
会
の
模
様
は

U
S

T
R

E
A

M

で
放
送

さ
れ
た
。

岐
阜
県
が
大
垣
市
に
一
九
九
〇
年
代
よ
り

整
備
し
た
先
進
情
報
産
業
団
地
、
ま
た
は

こ
れ
を
運
営
す
る
財
団
法
人
。
百
七
十
社

以
上
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
が
集
結
し
Ｉ
Ｔ

関
連
技
術
者
二
千
人
超
が
働
い
て
い
る
。

『IA
M

A
S

 2010

』
は

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ

ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の

三
階
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
た
。

シ
ン
プ
ル
さ
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る

ウ
ェ
ブ
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
。

画
像
・
文
章
だ
け
で
な
く
、
音
声
や
動
画

も
投
稿
す
る
事
が
で
き
る
。
ま
た
、
一
般

的
な
ウ
ェ
ブ
ロ
グ
の
よ
う
に
も
使
用
で

き
、
ま
さ
に
ウ
ェ
ブ

ロ
グ
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
の
良

い
と
こ
取
り
を
し
た

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

『IA
M

A
S

 2
0

1
0

』

の
様
子
を
納
め
た
『IA

M
A

S
 2010

 

tum
b

lr

』
通
称
『
そ
つ
た
ん
！
』
に
は
、

iPhone
I A M A S 用 語 集 2 0 1 0

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

w
iki

カ
ヤ
ッ
ク

く
ろ
ろ

決
起
集
会

ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン

Tum
blr
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2010年カタログは、卒展のスローガンである“つなげる”とい
う言葉からをイメージをふくらませました。
表紙は、たての線とよこの線が分かれており、重ね合わせること
で本のタイトルが浮かび上がります。
読者と出展作品を“つなげる”ための工夫として、「目次から」
「ジャンル別索引から」「作者直筆のキーワードから」と、作品
ページへ誘導するしくみを複数用意しました。手に取った人を意
識し、その人とIAMASを“つなげる”カタログを目指しまし
た。

形　態　　
サイズ　　
コンテンツ

The 2010 catalogue is swelling with an image derived from the 
slogan of “connection” for the graduation exhibition.
The vertical and horizontal lines on the inner and outer covers are 
separated, and by overlapping the two, the title of the catalogue 
emerges.
We’ve prepared multiple systems that will lead to the works pages, 
such as a table of contents, a genre specific index and an index of 
keywords written by the creators, so as to “connect” the reader 
with the works on display.

Form
Size
Contents

Appendix

糸かがり製本
182mm×182mm
挨拶、IAMASとは、IAMASのスタジオとコー
ス、作品紹介、修士論文リスト、教員レビュー、
イベントスケジュール、キーワード索引、
IAMAS2010実行委員会紹介、IAMAS用語集

Case Binding 
182mm ×182mm
Greetings, What is IAMAS?, Studios & Courses of 
IAMAS, Introduction of Works,
List of Master’s Theses, Event Schedule, 
Faculty Review, Key Word Index
Introduction of the IAMAS 2010 Executive Commit-
tee, Collection of IAMAS Terminology



※閲覧する端末、アプリケーションによっては目次機能が正しく動作しない場合がありますのでご了承ください。
※Please be aware that depending upon the terminal/application used, there are times when the table of contents function 
　will not work correctly.

①目次の使い方
　・Adobe Readerの場合
　「しおり」機能を使って目次としてご利用いただけます。
　・Apple プレビューの場合
　「サイドバー」を目次としてご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- For Adobe Reader
　Access as table of contents using the“guidebook”function.
　- For Apple Preview
　Access the“sidebar”as the table of contents.

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・Adobe Readerの場合
　「編集＞簡易検索」もしくはコマンド＋F
　・Apple プレビューの場合
　　検索窓に入力してください。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- For Adobe Reader
　Edit → Simple Search OR Command + F
　- For Apple Preview
　Type into the search window.

※iBooksでのご利用を推奨しています。
※Use via iBooks is recommended.

①目次の使い方
　・メニューのリスト表示から目次をご利用いただけます。

　How to use table of contents
　- Access from the list display in the menu.　

②検索機能で該当するキーワードや名前などを
　見つけることができます。
　・メニューの検索アイコンから検索いただけます。

　Keywords or names can be found using the search function.
　- Search from the search icon in the menu.

これまでIAMASで発行されたカタログ類をIAMASBOOKSとして再編成し、電子書籍化しました。
Catalogues previously published at IAMAS have been reorganized into IAMASBOOKS and turned into digital books.

　PCで閲覧｜Via PC

　使用方法｜How to use

　iPadで閲覧｜Via iPad

　Android端末で閲覧｜　For Android
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